
平成 18年 7月号
JULY

6 月 7 日、有明保育所近くの畑で
あおぞら農協青壮年部の指導のも
と同保育所園児による「農業体験」
でさつまいもの苗植が行われまし
た。収穫したさつまいもは保育所
の収穫祭に使われる予定です。
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恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
ほ
か
に
も
、

鹿
児
島
県
内
で
唯
一
と
な
る
遊
園

地
、
ダ
グ
リ
岬
遊
園
地
は
日
南
海
岸
国
定

公
園
ダ
グ
リ
岬
に
位
置
し
、
ま
さ
に
海
上

遊
園
地
と
も
い
え
る
総
合
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン

ド
で
す
。

　

傾
斜
角
度
45
度
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
は
ス
リ
ル
満
点
で
す
。
ま
た
定
番
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
も
、
夏
場
に

は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
海
水
の
流

水
で
賑
わ
う
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
、
海
水
浴

場
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
 

ゴ
ー
カ
ー
ト
や
お
と
ぎ
列
車
な
ど
の

乗
り
物
も
豊
富
な
の
で
、
の
ん
び
り
楽
し

み
た
い
親
子
連
れ
か
ら
、
た
っ
ぷ
り
遊
び

た
い
カ
ッ
プ
ル
ま
で
大
満
足
で
す
。

　

遠
く
の
大
規
模
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
出

か
け
る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、
市
内
に
あ

る
素
晴
ら
し
い
景
観
の
中
で
の
ん
び
り
と

す
ご
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

■
営
業　

 

10
時
〜
17
時（
入
園
16
時
30
分
）

■
休
業
日　

火
曜
日

　
（
定
休
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
）

■
入
場
料　

３
０
０
円
、
15
名
以
上
１
割
引 

■
料
金 　

観
覧
車
２
１
０
円

　

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
３
０
０
円
な
ど

■
駐
車
場 　

普
通
車
３
０
０
円（
４
０
０
台
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

℡
４
７
２
ー
１
４
７
８

志
布
志
市
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

志
布
志
市
は
、
志
布
志
湾
の
湾
奥
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
部
は
宮
崎

県
串
間
市
、
西
部
は
大
崎
町
、
北
部
は
曽

於
市
と
境
を
な
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
湾
沿
岸
部
一
帯
は
日
南
海
岸
国

定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
東
部
の
海
岸
線
は

景
勝
に
恵
ま
れ
、
ダ
グ
リ
岬
を
中
心
に
陣

岳
山
頂
か
ら
海
岸
一
帯
に
か
け
て
亜
熱
帯

性
植
物
群
落
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。
沖
合

約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
志
布
志
湾
の
ほ
ぼ

中
央
に
浮
か
ぶ
枇
榔
島
は
、
国
の
特
別
天

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

園内には季節の花がいっぱい

観覧車からの風景は壮大です

遊園地内の流水プールは子どもたちに大人気です

ダグリ岬海水浴場は近くてロケーションも最高の海水浴場です

2006  志布志  みなとまつり志
布
志
み

なと　　まつ

り
花
火
大
会志

布
志
み

なと　　まつ

り
花
火
大
会

開催日時　平成 18 年 7 月 16 日（日）、17 日（祝）

開催場所　志布志港旅客船埠頭（観光船バース）

　　　　　ダグリ岬海水浴場など

荒天時花火大会は 7 月 22 日（土）に延期します

■ 7 月 16 日の日程（予定）
9:00 ～ 16:00 ヨット体験航海　12:00 ～ 14:30 さんふらわぁ志布志湾クルージング

10:00 ～ 16:00 マリンスポーツ（ジェットスキー、バナナボート、シーカヤック）
16:30 ～ 18:00 船団パレード及びみこし　18:00 ～ 22:00 マリン館、屋台村
17:30 ～ 20:15 舞台演芸　20:10 ～ 21:25 花火大会
みなと見学会（15 ページ参照）
■ 7 月 17 日（祝）

7:00 ～ 10:00 「海の日にみんなの海をきれいにしよう !」作戦（清掃活動）
10:00 ～ 16:00 マリンスポーツ（ジェットスキー、バナナボート、シーカヤック）

問い合わせ先　志布志みなとまつり実行委員会事務局（港湾商工課内）
　　　　　　　℡ 474-1111（内線 263）

志
布
志
市
内
夏
の
イ
ベ
ン
ト

■
松
山
神
社
六
月
灯

日
時　

７
月
29
日　

18
時
か
ら

場
所　

松
山
神
社

内
容　

御
輿
行
列 

神
舞 

民
謡
大
会 　
　

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
な
ど
を
予
定

■
第
28
回
納
涼
夏
祭
り

日
時　

８
月
12
日　

18
時
か
ら

場
所　

志
布
志
市
城
山
総
合
公
園

内
容　

舞
台
演
芸
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会

　
　
　

な
ど
を
予
定

問
い
合
わ
せ
先　

志
布
志
市
役
所

　

松
山
支
所　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１

■
も
り
や
ま
夏
ま
つ
り　

日
時　

８
月
12
日　

19
時
か
ら

場
所　

志
布
志
市
森
山
小
学
校

内
容　

保
育
園
児
に
よ
る
太
鼓
、

　
　
　

盆
踊
り
な
ど

■
ア
ピ
ア
盆
踊
り
大
会　

日
時　

８
月
14
日　

18
時
か
ら

場
所　

ア
ピ
ア
南
側
緑
地
公
園

内
容　

盆
踊
り
・
抽
選
会
な
ど

■
小
松
の
里
夏
ま
つ
り

日
時　

８
月
６
日　

19
時
か
ら

場
所　

小
松
の
里
園
庭

内
容　

踊
り
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
抽
選
会

■
蓬
の
郷
自
然
と
遊
ぼ
う
シ
リ
ー
ズ

日
時　

７
月
16
日　

9
時
50
分
か
ら

場
所　

蓬
の
郷
大
広
間

内
容　

カ
ブ
ト
ム
シ
つ
か
み
取
り
大
会

（
小
学
３
年
生
ま
で
の
親
子
で
参
加
！
）

参
加
料　

１
５
０
０
円
（
入
浴
代
等
込
）

問
い
合
わ
せ
先　

℡
４
７
５
ー
２
６
２
６

県内唯一の遊園地に是非遊びに来てください
3　市報しぶし■ 2006.7 2006.7 ■市報しぶし　2
※例年開催されていました有明町サマーフェスティバルは青年団員の減少等により本年は開催できませんのでお知らせします。

特集『夏は志布志を楽しもう！』

とことん

は志布志を楽しもう



気
持
ち
よ
く
海
水
浴
を

　
　
　
　

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に

　

６
月
16
日
、
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
で
、

７
月
８
日
の
海
開
き
を
前
に
、
松
清
産
業

（
志
布
志
町
）
と
岩
切
組
（
大
崎
町
）
の

２
社
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
海
草
や
流
木
、
空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
と
い
っ
た
ご
み
が
ト

ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
回
収
さ
れ
、
海
開
き

を
目
前
に
浜
辺
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
住
民
で
地
域
全
体
を
き

れ
い
に
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
さ

ら
に
進
ん
で
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、海
水
浴
場
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

飲
食
後
の
ご
み
等
は
持
ち
帰
る
な
ど
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
さ
み
を
手
に
真
剣
勝
負

　

６
月
18
日
、
第
58
回
全
国
理
容
競
技
選

手
権
鹿
児
島
県
予
選
が
鹿
児
島
市
の
県
理

容
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
カ
ッ
ト

か
ら
仕
上
げ
ま
で
行
う
と
い
う
も
の
で
、

県
内
か
ら
約
70
人
の
出
場
が
あ
る
な
か
、

市
内
の
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ケ
ン
ジ
に
勤
務
し

て
い
る
福
満
卓
さ
ん（
写
真
左
）が
レ
デ
ィ

ス
カ
ッ
ト
ヘ
ア
部
門
で
優
勝
、
吉
田
奈
津

美
さ
ん
（
写
真
中
央
）
が
ス
ト
リ
ー
ト
ヘ

ア
部
門
で
優
勝
、
宮
田
直
樹
さ
ん
（
写
真

右
）
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門
で
準
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

福
満
さ
ん
は
９
月
18
日
に
北
海
道
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
た
め
、

更
な
る
技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

鹿
児
島
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

　

６
月
27
日
、
県
持
続
性
の
高
い
農
業
生

産
方
式
の
導
入
（
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
）
に

関
す
る
計
画
認
定
証
の
伝
達
式
が
市
役
所

別
館
会
議
室
で
行
わ
れ
、20
件
の
認
定（
う

ち
16
件
は
再
認
定
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
認
定
を
受
け
た
の
は
全
員
お
茶

農
家
で
、
志
布
志
地
区
か
ら
お
茶
農
家
と

し
て
初
め
て
鬼
塚
良
望
さ
ん
が
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
志
布
志
市

で
は
１
５
２
件
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
誕

生
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
瀨
戸
口
助
役
が
「
食
の
安

心
・
安
全
の
確
保
と
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
の
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
は
大
変
で

す
が
、
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
た
め

に
導
入
計
画
の
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
真
紅
の
優
勝
旗
寄
贈

　

６
月
28
日
、
志
布
志
小
学
校
に
志
布
志

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
原
巖
会
長
）
よ
り

優
勝
旗
の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
志

布
志
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
優
勝
旗
で
、
こ
れ
ま

で
の
優
勝
カ
ッ
プ
に
加
え
優
勝
旗
も
子
ど

も
た
ち
に
渡
し
た
い
と
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
新
し
い

優
勝
旗
を
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
青
少
年
健
全
育
成
事
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
毎
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
主
催
し
て
お
り
、
志
布
志
小
学
校
の

上
赤
富
士
夫
校
長
は
「
こ
う
い
う
立
派
な

優
勝
旗
が
あ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
る
気
持
ち
が
盛
り
上
が

り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
海
岸
功
労
者
賞
を
受
賞

　

５
月
25
日
、
通
山
校
区
自
治
会
が
全
国

海
岸
協
会
（
会
長
：
陣
内
孝
雄
参
議
院
議
員
）

よ
り
平
成
18
年
度
海
岸
功
労
者
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
同
校
区
は
、
志
布
志
湾
約
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
面
し
て
お
り
、
20
年
以
上

前
か
ら
地
域
社
会
、
特
に
海
岸
の
環
境
、
美

化
、
台
風
災
害
対
応
等
の
活
動
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
も
、
元
旦
祭
、
浜
駅
伝
大
会
、

海
岸
に
上
陸
産
卵
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
小
学

校
児
童
と
の
孵
化
放
流
、
台
風
時
の
避
難

誘
導
の
ほ
か
、
台
風
後
に
は
重
機
を
使
っ

て
の
流
木
等
の
撤
去
や
清
掃
な
ど
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
５
日
、
八
久
保
校
区
自
治
会
長
等

が
市
長
室
を
訪
ね
、
そ
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

田
舎
暮
ら
し
通
学
学
舎
を
実
施

　

６
月
４
日
か
ら
６
月
10
日
に
か
け
て
有

明
農
業
歴
史
資
料
館
を
舞
台
に
「
平
成
18

年
度
田
舎
暮
ら
し
通
学
学
舎
」
が
実
施
さ

れ
、
市
内
か
ら
20
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
通
学
学
舎
は
、
児
童
・
生
徒
が
長

期
間
に
わ
た
り
家
庭
を
離
れ
、
仲
間
と
集

団
宿
泊
生
活
を
し
な
が
ら
通
学
を
す
る
と

い
う
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
夕
食
の
準

備
の
手
伝
い
な
ど
昔
の
家
庭
で
は
よ
く
見

ら
れ
て
い
た
「
生
き
る
た
め
の
様
々
な
活

動
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
の
岳
野
山
登
山
は
、
雨
の
た

め
に
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
さ
つ
ま
揚

げ
や
お
に
ぎ
り
作
り
な
ど
を
楽
し
く
行
い

ま
し
た
。

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

６
月
14
日
、
市
長
室
で
志
布
志
市
ふ
る

さ
と
協
議
会
（
池
﨑
美
次
会
長
）
と
の
大

規
模
災
害
に
お
け
る
応
急
対
策
に
関
す
る

協
定
書
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
書
は
、
市
の
管
理
す
る
公
共
土
木

施
設
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の

応
急
対
策
に
か
か
る
業
務
の
実
施
に
対
し

て
、
市
が
協
力
を
求
め
る
と
き
の
必
要
な

基
本
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

万
一
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ふ
る

さ
と
協
議
会
各
支
部
で
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
災
害
復
旧
に
向
け
て
協
力
し
ま
す
。

　

本
田
市
長
は
「
最
近
は
、
大
規
模
な
自

然
災
害
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
ま

す
。
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

大
変
頼
も
し
い
協
定
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

西
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場
決
定

　

志
布
志
小
学
校
の
志
布
志
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
新
川
三
郎
監
督
）

が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
県
大
会
出
場

郡
予
選
で
優
勝
し
、
県
大
会
で
３
位
の
好

成
績
を
収
め
、
こ
の
結
果
、
７
月
29
日
か

ら
31
日
に
か
け
て
山
口
県
下
関
市
で
開
催

さ
れ
る
第
８
回
西
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
県
代
表
と
し
て
初
出
場
し
ま
す
。

　

同
少
年
団
は
、
志
布
志
小
の
児
童
で

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
志

布
志
市
と
同
じ
「
志
布
志
」
が
チ
ー
ム
名

と
な
っ
て
お
り
、西
日
本
大
会
で
は
、チ
ー

ム
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
志
布
志
市
の
名
前
も
大
い
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
西
日
本
大

会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

食事の準備など団体生活で『生きる力』を身に付けました

いざという時のために新しい協定が結ばれました

西日本大会での皆さんの活躍を期待します

海開きを前に海岸の清掃を行いました

大会で受賞された皆さんおめでとうございます

今回新しく認定された皆さん

新しい優勝旗に子どもたちも大喜びです

永年携わってきた地域の代表として市長に報告しました
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親子で音楽にふれあいました

　6 月 4 日、原田小学校で親子ふれ
あいコンサートが開催されました。
　合唱や独唱等の演奏に触れること
を通して情操を養うことを目的に開
催されたコンサートには、鹿児島リ
ベロアンサンブル（小原久美子代表）
が出演しました。
　コンサートはふれあいを取り入れ
た内容で、出演者と児童の合唱もあ
り、子ども同士、親子、保護者間の
交流も図られ、音楽を楽しんだ一日
となりました。

赤
米
の
田
植
え
を
し
ま
し
た

　

６
月
６
日
、
通
山
小
学
校
で
６
年
生
に

よ
る
赤
米
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
米
稲
作
体
験
は
平
成
10
年
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
８
年
目
の
取
り
組
み
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
食
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
、
種
ま
き
か
ら
田
植
え
、

収
穫
、
そ
し
て
餅
つ
き
を
行
い
消
費
ま
で

体
験
を
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
駐
車
場
近
く
に
あ
っ
た
ミ

ニ
水
田
は
、駐
車
場
の
舗
装
工
事
の
た
め
、

業
者
や
親
父
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
に
３
月
に
移
動

し
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
同
校
区
の
押
切
勝
次
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
種
ま
き
が
行
わ
れ
、
約
２

週
間
で
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
に
成
長
し

た
苗
を
子
ど
も
た
ち
は
１
本
ず
つ
丁
寧
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

田
植
え
体
験
を
し
た
中
切
遼
太
朗
君
は

「
初
め
て
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

故高吉昇さん旭日單光章を受賞

　永年、松山町議会議員として現在
の志布志市の発展の礎を築くため、
ご尽力いただいた故高吉昇さんに旭
日單光章が贈られました。
　6 月 8 日、市長室で本田市長より
家族の方に伝達されました。
　高吉さんは、昭和 54 年に松山町
議会議員に当選し、12 年間にわたり
町議会議員として尽力されました。
　伝達を受けた妻のミカさんは「旭
日單光章をいただき夫も喜んでいる
と思います」と話されました。

市
内
の
剣
士
が
大
活
躍
し
ま
し
た

　

６
月
11
日
、
県
下
少
年
剣
道
練
成
大
会

が
日
置
市
伊
集
院
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
で
は
志
布
志
武
道
館
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
中
学
生
の
部
は
志
布

志
中
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
中
学
生
個
人
の
部
で
は
来

條
祐
太
さ
ん
（
志
布
志
中
３
年
）
が
優
勝
、

小
学
生
女
子
個
人
の
部
で
は
末
満
光
さ

ん
（
志
布
志
小
６
年
）
が
第
３
位
、
中
学

生
女
子
個
人
の
部
で
は
森
田
絵
梨
香
さ

ん
（
志
布
志
中
３
年
）
が
第
３
位
と
い
う

活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

７
月
26
、
27
日
に
東
京
都
日
本
武
道
館

で
行
わ
れ
る
全
日
本
少
年
剣
道
練
成
大

会
全
日
本
選
抜
少
年
剣
道
個
人
錬
成
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

押切さんによる田植え指導

子どもたちは新しいミニ水田に苗を植えました

高吉さんの家族と市長

子どもたちは素晴らしい音楽にうっとり
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無人ヘリによる防除を行いました

　6 月 22 日から 24 日まで無人ヘリ
コプターによる早期水稲航空防除が
有明地区で実施され約 146 ヘクター
ルに農薬散布を行いました。
　残留農薬基準などに対応するため、
農薬飛散のない安全な防除を実施する
ことを目的に、昨年までの有人ヘリコ
プターから変更になったものです。
　当日は、多くの関係者が見守る中、
迅速かつ正確な航空防除を行うこと
ができました。ご協力を頂いた地域
の皆さんありがとうございました。

車
イ
ス
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
１
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鹿

屋
の
中
野
恵
理
子
さ
ん
と
海
江
田
富
士
江

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
に
車
イ
ス
２

台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
実
業
界
や
専
門
職
で
活
躍
し

て
い
る
女
性
で
組
織
す
る
世
界
最
大
の
奉

仕
団
体
で
、
県
内
で
も
寄
付
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
会
長

の
中
野
さ
ん
は
「
市
が
誕
生
し
て
全
て
の

人
が
庁
舎
を
移
動
し
や
す
い
よ
う
に
車
イ

ス
を
贈
り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
６
の
抽
選
会

　

５
月
31
日
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
開
催
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
お
楽
し

み
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
田
市
長
自

ら
抽
選
を
行
い
、
参
加
者
２
万
３
５
９
７

人
の
中
か
ら
、
36
人
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。
特
賞
に
当
選
さ
れ
た
北
室
利
治
さ

ん
に
は
本
田
市
長
よ
り
直
接
商
品
券
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
北
室
さ
ん
は
、「
突
然
、

当
選
の
連
絡
を
も
ら
っ
て
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
」
と
商
品
券
を
手
に
喜
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
当
選
者
に
は
、
郵
送
で
当
選

の
通
知
を
し
ま
し
た
。

岳野山山頂を清掃しました

　6 月 4 日、志布志市青年団連絡協
議会 ( 末田裕樹会長 ) が岳野山山頂
付近のごみ拾い清掃ボランティア活
動を行いました。
　この日は、小雨の降る中での作業
になりましたが、団員たちはごみ袋
を手に心無い方の捨てたごみを一生
懸命拾いました。
　1 時間ほどの清掃活動を終えた団
員の中川香織さんは「この美しい景
観を壊すことはやめてほしいです」
と話していました。

家
庭
教
育
学
級
で
市
役
所
を
見
学

　

６
月
16
日
、
志
布
志
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
部
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
研
修
視
察
で
志

布
志
市
役
所
見
学
に
訪
れ
、
市
の
機
構
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
避
難
訓
練

　

６
月
９
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ

の
園
で
平
成
18
年
度
夜
間
防
災
避
難
訓
練

が
、
消
防
署
や
地
域
の
住
民
、
泰
野
分
団

３
部
の
団
員
な
ど
の
協
力
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

小学生の部で優勝した皆さん

車イスの寄贈ありがとうございます

青年団員の手によりきれいになりました

今年は無人ヘリによる防除を行いました

市内研修で色々な場所を見学・学習しました

万一に備えて避難訓練を行いました

県大会で優勝された皆さんおめでとうございます

商品券を手に喜ぶ北室さん



インターハイ予選優勝しました

　平成 18 年度鹿児島県高校総合体
育大会の剣道競技があり、男子団体
で鹿児島商業高等学校が 2 年連続
24 度目の優勝を飾りました。
　チームの中心選手として志布志市
出身の重久貴幸選手（宇都中卒）と
松﨑元治選手（志布志中卒）が九州
大会に出場します。
　また、女子団体では鳳凰高等学校
の山倉唯香選手（宇都中卒）が団体
戦で先鋒として活躍し、全国大会に
出場します。
　日頃の鍛錬の成果を発揮し、全国
大会での活躍を期待します。
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親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
地
引
網

　

６
月
11
日
、
押
切
海
岸
で
有
明
地
区
の

下
通
山
子
ど
も
育
成
会
に
よ
る
、
親
子
三

世
代
の
地
引
き
網
を
行
い
ま
し
た
。

　

60
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
親
子
３
代

力
を
合
わ
せ
て
引
い
た
網
に
は
小
魚
の
ほ

か
、
ぐ
ち
・
こ
の
し
ろ
・
す
ず
き
な
ど
が

30
匹
ほ
ど
混
ざ
り
、
子
供
た
ち
は
大
漁
の

魚
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
下
浩
二
育
成
会
長
は
、「
親
子
三
世

代
の
地
引
き
網
を
通
し
て
集
落
内
の
子
供

た
ち
を
知
っ
て
も
ら
い
、
子
供
の
健
全
育

成
に
つ
な
が
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
施
設
な
ど
が
ピ
カ
ピ
カ
に
！

　

６
月
１
日
、
有
明
塗
装
店
が
市
内
の
有

明
中
学
校
、
伊
﨑
田
中
学
校
、
宇
都
中
学

校
で
体
育
施
設
や
体
育
館
の
ド
ア
な
ど
の

塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
員
の
手
に
よ
り
、
す
っ
か
り
綺
麗
に

な
っ
た
施
設
に
生
徒
た
ち
は
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

地域でさつまいもの栽培

　6 月 12 日、安楽地区ふるさとづ
くり委員会による「ふるさと創生園」
のさつまいもの苗植えが行われまし
た。
　安楽地区前畑の約５アールの畑に
参加者の手により 1 本ずつ植えら
れました。
　昨年もひまわりの販売を実施する
など自主財源の確保に努力しまし
た。今年は地区の文化祭や市の芸術
祭などで販売します。秋の収穫が待
ちどおしいですね。

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

　

６
月
24
日
、
蓬
の
郷
で
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
遠
く
は
薩
摩
川
内
市
な

ど
市
内
外
か
ら
約
80
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
蓬
の
郷
親
水
公
園
内
の
約

１
０
０
０
本
の
あ
じ
さ
い
の
中
か
ら
、
挿

し
木
用
に
好
き
な
だ
け
切
り
取
っ
て
、
持

ち
帰
れ
る
と
い
う
企
画
で
、
今
年
で
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
以
降
も
き
れ
い
な
花
が
咲

く
よ
う
に
剪
定
も
行
い
ま
し
た
。

　

大
崎
町
か
ら
家
族
連
れ
で
来
ら
れ
た
、

大
久
保
王
義
さ
ん
は
「
花
が
好
き
で
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
来
ま
し
た
。
あ
じ

さ
い
を
た
く
さ
ん
持
ち
帰
れ
る
の
で
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

三世代力を合わせて地引網を体験しました

地域づくりのために皆で苗を植えました

開会式の後に行われた中川光男さんによる園芸説明会

雨の中多くの人でにぎわいました

ふ
れ
あ
い
市
長
室
を
開
催

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
相
互
理
解
を

深
め
、
市
民
の
声
と
知
恵
を
市
政
に
反
映

さ
せ
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
た
め
「
ふ
れ
あ
い
移
動
市
長
室
」
を
開

い
て
い
ま
す
。
市
長
自
身
が
出
向
い
て
校

区
自
治
会
・
自
治
会
・
各
種
団
体
の
皆
様
と

ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
気
軽
に
意
見
を
交

換
し
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望

の
日
時
・
場
所
・
意
見
交
換
の
内
容
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
市
長
の
日
程
を
調
整
の

う
え
開
催
日
時
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除

き
ま
す
。）

■
申
込
み
条
件　

時
間
は
２
時
間
程
度
で

昼
・
夜
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。
人
数
は

概
ね
15
人
以
上
と
し
ま
す
。
日
程
調
整
が

必
要
で
す
の
で
、
開
催
希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

夏
休
み
を
前
に
避
難
訓
練

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
事

件
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
在
志
布
志
市
内

で
も
、
不
審
者
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

声
か
け
が
発
生
し
「
安
心
・
安
全
」
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
創
年
団
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

親
父
の
会
な
ど
の
団
体
も
独
自
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
、
伊
﨑
田
中
学
校
で
志
布
志

警
察
署
の
協
力
で
、
不
審
者
避
難
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
不
審
者
が
１
年
生
の
教
室

に
進
入
し
、
生
徒
が
避
難
し
、
教
師
が
不

審
者
に
対
応
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

柿
野
幸
広
校
長
は
「
全
て
の
避
難
訓
練

は
、
た
っ
た
一
つ
の
命
を
守
る
た
め
に
行

い
ま
す
。
訓
練
で
あ
る
よ
う
な
事
が
一
生

無
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
も
の
時

の
判
断
力
を
養
う
た
め
の
訓
練
で
す
。
普

段
か
ら
万
一
の
時
の
事
を
考
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

万
一
、
街
中
で
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き

は
距
離
を
保
ち
応
対
し
、
防
犯
ブ
ザ
ー
に

手
を
か
け
直
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
ひ
と
り
で
出
か
け
る
こ

と
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
楽
し

い
夏
休
み
に
向
け
て
家
族
で
安
全
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

△ 6月 12 日
　21 世紀の会
　（アピアホールにて）

▽ 6月 14 日
　しぶし夢しずく工房運営委員会
　（同工房作業所にて）

△ 6月 21 日
　西弓場ケ尾自治会
　（同自治会集会所にて）

▽ 6月 29 日
　ＮＰＯ法人三方良
　（アピアホールにて）

ボランティアの様子（有明中）

重久選手松﨑選手 山倉選手

不審者役の迫真の演技などもあり真剣に行われた訓練

夏
休
み
不
審
者
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！



音
楽
を
通
じ
て
国
際
交
流

　

７
月
４
日
、
第
３
回
国
際
青
少
年
音
楽

祭
in
志
布
志
市
の
た
め
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
コ
ー
ク
児
童
合
唱
団
88
人
が
志
布
志
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
隣
の
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
大
型
バ
イ
ク
10
数
台
の
武
者
ラ
イ

ダ
ー
に
先
導
さ
れ
て
、
大
型
バ
ス
３
台
で

児
童
合
唱
団
一
行
が
到
着
す
る
と
合
唱
団

員
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
や
鎧
姿
の

一
行
が
盛
大
な
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
や
っ
ち
く
松
山

藩
の
鉄
砲
隊
や
大
砲
隊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
あ
り
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
団
員
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
家
族
宅
を
訪
れ
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
紹
介
し
ま
す
。

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

　

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強

調
月
間
で
す
。〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〟
は
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
全
体
集
会
が
有
明

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

２
０
０
人
を
超
え
る
方
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

集
会
で
は
法
務
大
臣
と
鹿
児
島
県
知
事

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
や
「
一
腑
な
き
身
の

思
う
こ
と
」
と
題
し
た
坪
田
教
育
長
の
人

生
は
常
に
選
択
を
し
な
が
ら
生
き
て
い
る

と
い
う
内
容
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
故
郷
の
整
備

　

７
月
２
日
、
田
之
浦
校
区
自
治
会

１
２
０
人
に
よ
り
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流

館
周
辺
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
区
自
治
会
で
は
、
昨
年
11
月
に
完
成

し
た
「
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
の
整

備
が
県
や
市
の
協
力
に
よ
り
着
々
と
進
み

「
神
楽
の
里
」
構
想
が
具
現
化
さ
れ
る
な

か「
地
域
住
民
で
出
来
る
こ
と
は
何
か
？
」

を
常
に
考
え
、
奉
仕
作
業
等
を
地
域
全
体

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
施
設
横
に
あ
る
川
沿
い
一
帯

の
竹
や
ぶ
払
い
作
業
を
実
施
し
、
景
観
整

備
が
図
ら
れ
「
神
楽
の
里
」
構
想
の
一
つ

で
あ
る
「
川
へ
の
階
段
」「
川
沿
い
の
散

策
道
路
」
そ
し
て
「
歩
道
橋
」
の
設
置
に

向
け
た
、
地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「サンサンひまわりプラン」
～収穫搾

さくゆ

油の編～
　ひまわりの作付けの早い方はそろそ
ろ収穫期になる頃だと思います。そこ
で今回はひまわりの収穫について説明
をしたいと思います。
　下記の手順で収穫を行い、ひまわり
油で作った料理を食べて、皆さん身体
の中から健康になりましょう。

■収穫期　開花後 40 日～ 50 日で成
熟に達し、花の裏面が黄色くなり、種
子が硬くなる頃が適正時期です。晴れ
た日に収穫をしましょう。
※からからに乾くまで待ってから収穫
しましょう ! そうすることで種子が土
からの養分を十分吸収します。
■乾燥　むしろなどの上で天日乾燥（2
日～ 7日）をします。上質なひまわり
油にするには十分な乾燥が必要です。
■実の採り方　ゴミ等を取り除き、実
だけにします。採り方のコツはバケツ
の上にバーベキュー用の網などを置
き、その網に乾燥したひまわりの花を
ゴシゴシと擦ると実がボトボトとバケ
ツの中に落ちます。

　ゴミの取り除き方はバケツの中のひ
まわりの種をふるいにかけて扇風機の
風などでゴミを飛ばしましょう。
　この時、乾燥が足りないと思われる
場合は、再度実をむしろなどの上に広
げて乾燥をしましょう。
■搾油　
○搾油依頼　事務局まで種を持ってき
　ていただければ、製油会社へまとめ
　て搾油を依頼します。（2キログラ
　ムで 500 円程度）
※ひまわりの種が若干残っています。
作付けは 9 月下旬まで可能です。欲
しい方は市衛生自治会事務局までご連
絡ください。

のんびりと手間隙かけて種を落としましょう

市
民
編
集
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

先
に
募
集
し
ま
し
た
市
民
編
集
員
に
２

人
の
高
校
生
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
編
集
員
は
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広

報
紙
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
の
目
線
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

２
人
の
方
か
ら
抱
負
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
こ
と
で
不
安
で
す
が
、
高
校

生
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
広
報
紙
づ
く
り

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
に
選
ば
れ
て
大
変
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
職
に
つ
い
た
か
ら
に
は
、
全
力
で

や
り
と
げ
、
市
の
広
報
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

記者会見で披露された田之浦山宮神社の神舞

今からでもひまわりの栽培は可能です
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地域の方が力を合わせて作業をしました

音楽祭を通じて様々な交流が行われました

笑いの中にも感動のあった坪田教育長の講演

ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
記
者
会
見

　

７
月
５
日
、
平
成
12
年
４
月
に
新
装

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
「
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ

リ
ア
ダ
グ
リ
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画（
ダ

グ
リ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
の
発
表
が
現
地
記

者
会
見
に
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
に
は
報
道
各
社
が
訪
れ
る
な

か
、
本
田
市
長
を
は
じ
め
７
人
が
会
見
に

臨
み
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
は
「
共
生
・
協

働
・
自
立
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
志
布
志
市
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
の
「
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ

ア
ダ
グ
リ
」
を
、
行
政
・
市
民
・
民
間
が

協
力
し
合
い
、
ホ
テ
ル
・
遊
園
地
・
ダ
グ

リ
海
水
浴
場
で
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
協
力
を
呼
び
か

け
、
提
案
・
企
画
・
運
営
し
て
い
く
と
い

う
全
国
で
も
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
す
る
と
、
志

布
志
市
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
他
の
分

野
で
も
『
共
生
・
協
働
・
自
立
』
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
だ
」
と
志
布
志
市
観
光
開
発
公

社
理
事
長
の
本
田
市
長
は
述
べ
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
は
新
し
い
施
設
を

導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
接
遇

や
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
の
充
実
を

図
る
と
い
う
も
の
で
、
具
体
的
に
は
志
布

志
市
の
史
跡
33
か
所
に
ち
な
み
〝
チ
ャ
プ

タ
ー
１
～
33
〟
と
銘
打
っ
た
年
間
33
回
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
（
チ
ャ
プ
タ
ー
１
）
の
イ
ベ
ン

ト
は
７
月
25
日
、
中
庭
で
鹿
児
島
育
ち
の

実
力
派
シ
ン
ガ
ー
岩
下
清
香
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
や
、
若
者
達
の
間
で

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
「
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
」
や
「
Ｄ
Ｊ
」
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
も
の
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
出
身
で
モ
チ
ベ
ー
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
・
戦
略
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
し

て
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
北
山
邦
子
さ
ん

（
鹿
屋
市
在
住
）
に
志
布
志
市
ふ
る
さ
と

大
使
の
第
一
号
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
の
動
向
か

ら
目
が
離
せ
な
い
よ
う
で
す
。

国民宿舎ボルベリアダグリ〝リニューアル計画〟発表

志布志高校３年

杉尾優
ゆうき

希さん
尚志館高校３年

風呂谷隆
たかとし

俊さん

職員研修を行う北山邦子さん
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も
う
す
ぐ
真
夏
に
な
り
ま
す
。
夏
に
な

れ
ば
海
水
浴
や
プ
ー
ル
な
ど
水
に
親
し
む

こ
と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う

こ
と
で
今
月
は
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、日
本
は
大
量
の
『
水
輸
入
国
』

だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
年
間
約
40
万

ト
ン
も
輸
入
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か

し
「
日
本
人
一
人
あ
た
り
年
間
た
っ
た
３

リ
ッ
ト
ル
の
輸
入
量
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
は

そ
う
い
っ
た
お
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
仮
想
水
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　

仮
想
水
と
は
、
例
え
ば
日
本
が
輸
入
し

て
い
る
穀
物
を
日
本
で
栽
培
し
て
い
た
ら

ど
の
程
度
の
水
資
源
が
必
要
か
、
畜
産
製

品
を
生
産
す
る
た
め
の
飼
料
用
の
穀
物
の

生
産
等
に
は
ど
の
程
度
の
水
が
必
要
で

あ
っ
た
か
等
を
考
え
た
水
の
量
で
す
。

　

平
成
12
年
、
日
本
は
食
糧
輸
入
に
よ
っ

て
６
４
０
億
ト
ン
も
の
水
資
源
を
輸
入
し

て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

よ
く
小
麦
の
生
産
に
は
１
０
０
０
倍
の

重
さ
の
水
資
源
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
簡
単
に
考
え
れ
ば
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
小
麦
を
輸
入
す
る
こ
と
は
１
ト
ン

の
水
を
輸
入
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

米
で
は
３
６
０
０
倍
、
鶏
肉
で
は

４
５
０
０
倍
、
牛
肉
で
は
約
２
万
倍
の
水

資
源
が
必
要
で
あ
る
と
算
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
球
上
に
あ
る
水
の
99
％
以
上
は
海
水

を
は
じ
め
飲
め
な
い
水
で
す
。
そ
の
こ
と

を
考
え
て
も
っ
と
水
を
大
切
に
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

環境学習会夏休み特別号を 8 月 26 日に行います。夏休みの自由研究などに皆さんの参加をお待ちします。
■環境学習会夏休み特別号申し込み・問い合わせ先　( 志布志市役所環境政策課 ) Tel 474-1111( 内線 134)

水
不
足
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

農作物は多くの水が使用されて作られています

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

志布志小学校の環境委員会の児童の皆さん

環
境
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
地
域
の

親
子
を
対
象
に
環
境
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

■
目
的　

研
修
、
体
験
を
通
じ
て
「
私
た

ち
の
生
活
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
、
理
解
行
動
」
そ
し
て
分
か
ち
合

い
の
心
を
育
て
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

命
を
あ
り
が
と
う
！
も
っ
た

い
な
い
！

■
内
容　

○
環
境
問
題　

地
球
温
暖
化
・
ご
み
の
問

題
・
石
け
ん
等

○
エ
コ
活
動　

子
ど
も
環
境
家
計
簿

○
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
石
け
ん
作
り
・

ガ
ラ
ス
工
芸

○
農
業
体
験　

旬
の
野
菜
植
え
付
け
、
収

穫
、
漬
物
や
パ
ン
つ
く
り
な
ど

こ
の
内
容
の
い
ず
れ
か
を
学
習
し
ま
す
。

■
日
程　

毎
月
第
４
土
曜
日（
小
雨
決
行
）

■
時
間　

９
時
～
12
時

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

12
人（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
１
ー
６
０
５
０

「
お
帰
り
な
さ
い
！

　
　
　
　

牛
乳
パ
ッ
ク
君
」
配
布

　

給
食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
つ
く
っ
た

再
生
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
「
お
帰
り

な
さ
い
牛
乳
パ
ッ
ク
君
」
を
市
内
の
各

小
中
学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
こ
れ
ま
で
、
牛
乳

配
達
業
者
が
回
収
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
の
４
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
、

毎
日
の
給
食
後
に
自
分
で
飲
ん
だ
牛
乳

パ
ッ
ク
を
水
で
す
す
ぎ
、
開
い
て
、
乾

か
し
、
資
源
ご
み
と
し
て
出
す
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
お
帰
り
な
さ
い
牛
乳
パ
ッ
ク
君
」

は
、
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
誕
生
し
ま

し
た
。

　

少
し
め
ん
ど
く
さ
い
こ
と
で
す
が
、

何
も
し
な
け
れ
ば
ご
み
と
な
る
も
の

が
、
少
し
手
を
か
け
れ
ば
資
源
と
な
り

ま
す
。

廃油石けんづくりもあります

■問い合わせ先　行政改革推進課
℡ 474-1111（内線 231・233）

　

よ
り
開
か
れ
た
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
の

た
め
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

５
月
25
日
に
１
回
目
の
会
議
が
開
催
さ

れ
、
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、

本
田
市
長
が
「
３
町
合
併
が
大
き
な
行
財

政
改
革
の
第
一
歩
で
し
た
が
、
本
当
の
意

味
で
の
改
革
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
志
布
志

市
の
礎
と
な
る
改
革
が
実
行
で
き
る
よ
う

ご
意
見
・
ご
提
言
を
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
公
募
委
員
２
人
を
含
む
10

人
で
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
鹿
児
島
大
学

法
文
学
部
教
授
の
北
﨑
浩
嗣
委
員
が
会
長

に
、
川
畑
充
子
委
員
が
副
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
市
政
運
営
に
必
要
な
行
財

政
改
革
の
基
本
方
針
や
具
体
策
を
決
定
す

る
に
あ
た
り
審
議
す
る
市
の
附
属
機
関

で
、
市
長
の
諮
問
等
に
応
じ
て
意
見
や
提

言
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
会
議
内
容
や
行
政
改
革
大
綱

（
案
）
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
・
活
用
を
庁
内
の

委
員
会
で
検
討
し
、
指
定
管
理
者
導
入
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
18
年
度
は
、
本
市

の
施
設
１
０
８
施
設
の
う
ち
左
表
の
36
施

設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
計
画
で
す
。

　

今
回
の
導
入
施
設
に
つ
い
て
は
、
管
理

委
託
や
一
部
委
託
を
行
っ
て
い
る
施
設
が

ほ
と
ん
ど
で
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
管
理
受
託

団
体
等
と
す
る
予
定
で
す
（
非
公
募
に
よ

る
選
定
）。
こ
の
た
め
、
市
報
４
月
号
で
、

７
月
に
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
予
定
と

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
公
募
は
行

わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
施
設
の
導
入
計
画

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

氏　名
北﨑　浩嗣
川崎　惠夫
松木　健二
下曽小川省一
川畑　充子
佐藤　富治
村上　司　
中山　公文
迫田　祐子
中村　睦子

　　備　考
学識経験者
学識経験者
団体代表（自治会）
団体代表（地域おこし団体）
団体代表（女性団体）
団体代表（企業関係）
公　　募
公　　募
女性代表
女性代表

■行財政改革推進委員名簿

　　施設名称
ダグリ公園
開田の里公園
有明農業歴史資料館
蓬の郷
老人憩の家
老人福祉センター
志布志健康ふれあいプラザ
市民センター
有明シルバーワークプラザ
伊﨑田保育所
やっちくふるさと村
松山農業管理センター等
松山家畜指導センター
志布志家畜指導センター
有明家畜指導センター
志布志運動公園８施設（温
水プール・弓道場・体育館・
武道館・ふれあい広場等）
志布志市文化会館
有明青少年館ほか６青少年
館（伊﨑田・通 山・野 神・
原田・蓬原・山重）
松山城山総合公園５施設
（体育館・テニスコート等）

地区
志布志
有明
有明
有明
松山
松山
志布志
有明
有明
有明
松山
松山
松山
志布志
有明

志布志

志布志

有明

松山

所管課
港湾商工課
港湾商工課
教　育　課
港湾商工課
福　祉　課
福　祉　課
福　祉　課
福　祉　課
福　祉　課
福　祉　課
産業振興課
産業振興課
畜　産　課
畜　産　課
畜　産　課

生涯学習課

文化振興課

教　育　課

教　育　課

■18 年度指定管理者制度導入予定施設 18 年度は

36 施設に指定管理者制度を導入
より効率的・効果的な施設の運用を

指定管理者制度…
　市が設置した体育館や文化会館などの公の施設の管理運

営を、民間事業者等に任せることができるとした制度。サー

ビス向上や経費削減の効果が期待され、平成 18 年９月から

本格的に導入します。

活発な審議をお願いします～第 1回行政改革推進委員会～

北﨑会長に諮問書を交付

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現
へ

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
発
足



■問い合わせ先
　志布志市文化会館　Tel 472-3050

河村 隆一　　　　　　　　　　　

　　　　　　 TOUR　２００６
■日時　平成１８年７月３０日 ( 日 )　
　　　　　　１７：００開演
■チケット発売中

( 志布志市文化会館ほかプレイガイド )
　全席指定　前売り券 ￥4,500( 税込み )

　　　　　　当日券 　￥5,000( 税込み )

文化会館自主文化事業「心に響く夢ひろば」
■問い合わせ先　生涯学習センター　Tel 472-3050

教育委員会情報ネット

　

志
布
志
市
有
明
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
が
７
月
末
で
完
了
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
上
屋
側
面
の
改
修
か
ら
更
衣

室
の
改
修
ま
で
全
面
的
な
改
修
を
行
い
、

よ
り
快
適
に
、
清
潔
に
利
用
で
き
る
施
設

と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ン
期
間　
８
月
上
旬
～
９
月
下
旬

※
オ
ー
プ
ン
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

段
階
で
の
予
定
で
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

■
利
用
料
金

志
布
志
市
有
明
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

区
　
分

幼
　
児

小
・
中
学
生

高
校
・
一
般

見
　
学

　

市
　
内

　
　
無
　
　
料

　
５
０
円

１
０
０
円

　
　
無
　
　
料 　

市
　
外

　
　

　
１
０
０
円

　
２
１
０
円
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■会場  志布志市やっちくふれあいセンター (Tel 481-4000)
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しぶし IKIIKI夢発見塾
創年と子どもの交流のための指導者養成セミナー

■地域アニメーター養成講座受講生募集！
　新しい自分を発見しませんか。現代をより良く生きる
ための生涯学習について楽しく取り組むために、その基
本から応用まで、わかりやすく解説し、全国のまちづく
りの事例をもとに実践的に楽しく学びます。
　また、有明・志布志・松山のそれぞれのまちの特色を
再発見し、特にまちづくりに関わる楽しみ方など、創造
的な生き方を探るセミナーです。
　なお、受講者には、全国に通用する「地域アニメーター

（地域活性化指導者）」の受講終了証と申請により、海部
俊樹氏より認定資格が授与されます。

　今年のテーマは「創年と子どものたまり場づくり」です。
■日　時　9 月 16 日（土）9:20 ～ 17:00
■会　場　志布志市文化会館
■主　催　志布志市教育委員会・志布志市生涯学習推進委員会
　　　　　志布志市生涯学習まちづくり研究会
■主　管　NPO 法人全国生涯学習まちづくり協会
■講　師　福留　強（聖徳大学教授）
　　　　　萬田　正治（元鹿児島大学副学長）
■参加費　1 人 1500 円（昼食代・資料代込み）
※ 18:00 より、まちづくり交流会を予定しています。
　参加者は、別途 1500 円必要です。

　申込み・問い合わせ先  
　　志布志市生涯学習センター ℡ 472-3050

市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　

創
年
市
民
大
学
開
校

　
「
二
つ
の
志
を
掲
げ
、
人
財
を
育
む
」

志
布
志
創
年
市
民
大
学
の
開
校
式
が
市
の

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
41
人
を
含
む
１
２
６
人
が
在
学

す
る
同
大
学
で
は
、
開
校
を
祝
し
て
ク
ス

玉
が
割
ら
れ
た
後
、
校
歌
「
桜
の
木
の
下

で
」
を
み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。
本
田

修
一
総
長
（
志
布
志
市
長
）
よ
り
、「
共
生
・

協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
の
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
旧
三
町
の
特
色
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」と
、

ま
た
、
原
口
泉
学
長
か
ら
は
、「
学
び
学

ぶ
こ
と
で
、
１
プ
ラ
ス
１
が
10
に
も
20
に

も
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
な
人
間

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
学
生
代
表
の
藤
井
嘉
寿
さ

ん
か
ら
「
新
生
志
布
志
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
よ
う
楽
し
く
学
び
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

18
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
創
年
の

鐘
を
鳴
ら
し
た
後
、
名
誉
学
長
の
聖
徳
大

学
の
福
留
強
教
授
の
講
義
が
行
わ
れ
、
全

国
の
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
の
中
に
「
こ
れ

か
ら
、
大
量
に
社
会
に
出
て
く
る
団
塊
の

世
代
を
巻
き
込
み
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
の
市
民
大
学
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

市
民
大
学
は
、
12
月
ま
で
17
回
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、11
月
18
日
に
は
『
志
』

の
つ
く
自
治
体
が
参
加
し
て
「
第
２
回
ま

ち
づ
く
り
志
縁
サ
ミ
ッ
ト
」
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

陸上競技場使用中止
　志布志運動公園陸上競技場が、トラック
整備及びフィールド内の芝張替え改修工事
のため、8 月 15 日から平成 19 年 3 月 31
日までの間、使用できませんのでお知らせ
します。市民の皆様には大変ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をよろしくお
願いします。

■志布志創年市民大学（18 年度）プログラム（予定）　※諸事情により、プログラムが変更になることがあります。
ＮＯ 日時 講義内容及び講師

4 7/22( 土 ) 14:00 地域学Ⅰ「大慈寺の秘宝が語る志布志の栄華」　まちづくり懇話会　石田　恵一
5 7/26( 水 ) 18:50 地域学Ⅱ「新市の歴史のまちづくり」　原口　泉
6 8/9( 水 )　18:50 イベント企画「髙橋忠史 999 ライブ・プロジェクトＸ」　髙橋　忠史
7 8/17( 木 ) ～ 19（土） 子育て支援Ⅱ「子育て支援とまちづくり」　白井　里美・片平　眞里（志学館大生）
8 8/26( 土 ) 13:50 地域学Ⅲ「創年と子どものたまり場づくり」じぞうさあまつりに参画
9 9/9( 土 ) ～ 10( 日 ) 修学旅行・大分一村一品の旅～豊後高田・日田～　矢野大和独演会観賞

10 9/16( 土 )    9:20 しぶし IKIIKI 夢発見塾Ⅱ「地域アニメーター養成講座」福留　強　萬田　正治
11 9/27( 水 ) 18:50 環境学Ⅰコミュニティビジネス「LOHAS とまちづくり」波多野　毅

教室
番号
1
2
3
4
5
6

7

定員

30 人
30 人
30 人
15 人
15 人
20 人

30 人

対　象

小学 1～3年

小学 4～6年

一　般

コース

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ

教室名

小学生水泳教室

ビギナー (初心者 )
水泳教室

アクアビクス教室
水中ウォーキング
教室

時　間

18:00～19:00

10:30～11:30
19:30～20:30
19:30～20:30

10:30～11:30

■場　　所　志布志市有明Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
　　　　　　（市役所本庁近く有明総合体育館よこ）
■募集期間　平成 18 年 7月 3日 ( 月 ) ～ 7 月 21 日 ( 金 )
■問い合わせ先　教育委員会　有明教育支所　教育課　
　　　　　　担当：濵屋　℡474-1111（284）
■申込方法　申込希望者は所定の申込書により申し込んでく
　　　　　　ださい。申込用紙については、教育委員会・各
　　　　　　教育支所にあります。
■受 講 料　　無　料
※小学生水泳教室は泳げない子どもを対象としています。
※アクアビクス教室の内容は音楽に合わせた水中リズム運動です。
※教室日程につきましては申し込みの際にお尋ねください。
※電話での申し込みができませんのでご注意ください。
※講座の実施回数は 5回になります。

志布志市有明 B&G海洋センター
各種教室受講生募集

教室一覧

文化財愛護会へ入会しませんか？
　文化財愛護会は、志布志の美しい自然と古い歴史を後
世へ伝えるための、ボランティア活動団体です。
　会では、有名講師による学習会や市内外での研修視察
等も行っています。
　ぜひ、ご入会ください。

■問い合わせ先
　　志布志文化財愛護会事務局　
　　℡ 472-1111（内線 261）

月曜日は休みになります

志布志市創年市民大学開校式の様子

8月 15 日から
来年 3月 31

日まで人気のパソコン講座受講生募集中！
初心者大歓迎！らくらく簡単おぼえて得する。

　パソコンの基本操作、文書作成、インターネット、電子メー
ル等を 1 日 3 時間の 4 日間で学習します。
また、基本操作＋ワード（文書作成）、エクセル（表計算）
も学習します。講座残りわずか、お早めに！
■　期　間　　平成 18 年 7 月～ 9 月
■　講座数　　一講座 20 人定員の 20 講座
■　受講料　　3,000 円（テキスト代別）
■　対象者　　18 歳以上の方なら、どなたでも。また、勤務
　　　　　　　  地が市内なら、市外の方でも受講できます。

〔日程表〕  会場：志布志市文化会館   
NO コー ス 期   日 時 間 申込締切 
8 エクセル（初） 8/1・2・3・4  9：00～ 7月21日 
９ エクセル（中） 8/8・9・10・11 18：00～ 7月28日 
10 エクセル（中） 8/2・23・24・25  9：00～ 8月11日 
11 ホームページ作成 8/9・30・31・9/1 18：00～ 8月18日 
 会場：松山中学校パソコン室 
19 ワープロ編 7/24・25・26・27 19：00～ 7月11日 
20 エクセル編 8/21・22・23・24 19：00～ 8月 8日 

■問い合わせ先   生涯学習センター有明(有明教育支所) ℡474-1111 ( 内284)  
      生涯学習センター ℡472-3050 
      

生涯学習センター松山 ℡481-4000 
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鹿児島県男女共同参画週間の
お知らせ

　鹿児島県男女共同参画推進条例
（平成１４年１月１日施行）に定め

る男女共同参画週間が毎年７月２５
日～７月３１日となっています。
　県、事業者、県民及び市町村が一
体となって、男女共同参画の推進に
取り組むことが求められています。

「男女共同参画に関する住民意
識調査」を実施します！

　志布志市在住の 20 歳以上の男女
2,000 人を対象に 8 月下旬に実施し
ます。アンケートが届いた方はご協
力のほどよろしくお願いいたしま
す。

男女共同参画センター相談室
（かごしま県民交流センター内）

　専門の相談員が個別にお話をお聞
きし、解決のためのお手伝いをしま
す。お気軽にご相談ください。
■一般相談　（女性の相談員が電話
または面接によって、相談をお受け
します。）
■電話相談
　℡ 099-221-6630（相談専用）
■面接相談　
　原則として予約制です。できるだ
け電話でご予約ください。

■受付時間
　9:00 ～ 17:00（水～日曜日）
　9:00 ～ 20:00（火曜日・休館日の翌日）
※月曜日は休館日ですが、祝日の場合
は開館し、翌日が休館日となります。
■専門相談　事前にお電話でご相
談・ご予約ください。

（専門家の助言や指導が必要な場合、
女性の弁護士、医師、臨床心理士が
アドバイスします。）
■法律相談
　第 1・3 火曜日（13:00 ～ 16:30）
■心と体の健康相談 

【産婦人科】第 2 木曜日（14:00 ～ 17:00）
【心療内科】第 3 木曜日（13:30 ～ 16:30）
【心理】第 2 水曜日（13:30 ～ 16:30）

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.5

料理は女子の役割？
　昔は「男子厨房に入らず」な
どと言われたものですが、これ
がまさに社会的な性別（ジェン
ダー）の代表的な事例でしょう。
　家事は女性の役割と思ってい
ませんか？手伝うと思うのでは
なく、自分の役割と考えて、皆
で協力してうるおいと活力のあ
るまちをつくりましょう。おにぎりでも何でも作るぞ！

（開田の里通学学舎にて）

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111( 内線 255)
　パートナーからの暴力など、男女共同参画に関する悩み、情報がありましたらご連絡ください。秘密は固く守ります。

育児は女性だけの仕事？
■男性は仕事・女性は家事・育児
　「子育ては主に母親が担うもの」とい
う考え方は、以前に比べると減少して
いるものの、依然根強く残っています。
企業での働き方や周囲の環境が男女の

「性別役割分担」を色濃く反映している
ことが、女性の活躍の場の拡大を妨げているのです。
　また父親が育児に関心を持たなければ母親の負担が増
し、一人で悩み苦しむことにつながります。女性の活躍
の場を広げ、女性が孤独な状態に陥らないようにするた
めにも、男女が協力し合う育児が求められています。育
児は女性と男性が協働して行うものなのです。
■育児に関わる男性が増えています
　育児に責任や喜びを見い出し、積極的に育児に関わる
男性も最近は増えてきました。ただ男性が育児休業を取

ることに対しては職場の対応が追いつかない現状もあり
ます。鹿児島県が実施したアンケートでは「育児休業を
とりたい」と考える男性が 82％を占めるにも関わらず、
実際の育休利用者は 140 人の対象者に対し、利用者 1
人で 0.7% にとどまっています。
　男性が育児休業を取れる職場環境の整備と仕事をしな
がら子育てもできるように社会全体の意識を変えていく
ことが、これからの課題でしょう。
■まずはできることから始めましょう
　現行の育児・介護休業法では、妻が専業主婦の場合で
も産後 8 週間は夫も育児休業の取得が可能です。育休
取得が難しければ、有給休暇を取ってみてはどうでしょ
うか。産後の女性は体調が万全ではありませんし、赤ちゃ
んの世話などで人手が必要な時期です。男性が育児に関
われば女性の負担が軽くなる上、生まれたばかりの子ど
もと触れ合う時期を過ごせるでしょう。できることから
自分なりの育児のかたちを探してみませんか。

みなと見学会を開催します !!
　7月 16 日に行われる「志布志みなとまつり」にあ
わせて、鹿児島県志布志湾港湾事務所の主催で、み
なと見学会を開催します !!

■みどころは？？
　今回のみなと見学会は、現在稼動している外港地区第２
突堤と、建設中の新若浜地区の見学を予定しています。
　外港地区では、現在輸出・輸入のメインとなってきてい
るコンテナについて、志布志港に立地している企業の皆さ
んからお話を聞くことができます。この場所は、普段関係
者以外が入ることはできない区域で、ガントリークレーン
やテナー、リーチスタッカーなど、特殊な荷役機械がある
ところです。
　新若浜地区は、安楽川河口付近にあり、増えてきたコン

テナ貨物に対応するため、整備が進んでいるところです。
　ここが完成すると、現在の外港地区第 2 突堤の約 2 倍
の取り扱いができるようになります。ここでの見どころは、
志布志港を眺めることができるように、この日のためだけ
に設置される仮設展望台です。
■申し込み先：お申し込みは不要です。当日、アピア前の
市営駐車場からシャトルバス（20 分間隔）が出ますので、
こちらまでお越しください。
■時間：9:00 ～ 11:00　13:00 ～ 15:00（出発時間）
■参加料：無料
■問い合わせ先　
　鹿児島県志布志湾港湾事務所　℡ 473-1651（奥

お く じ

地）
※予定は変更になる場合があります。あらかじめご了承く
　ださい。

■問い合わせ先　志布志市立図書館 Tel 472-3322

No.005

■問い合わせ先　港湾商工課　Tel 474-1111( 内 264)
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図 書 館

情

報

土

休館日カレンダー

	 August　8 月
日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

■ : 休館日　　　　　　July　7月
日 月 火 水 木 金
9 10 11 12 13 14
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

○ かみふうせん読み聞かせ会　　 14 時〜
○ 毎月第 4土曜日読み聞かせ会　 14 時〜
市立図書館では『夏休み親子手作り絵本
教室』を開催します
◎期日　7月 30 日、8月 6日 (2 時間程度）
◎対象　市内の小学校 1年生・2年生
　　　　とその親 10 組程度
◎参加料　無料
※詳細は市立図書館までお尋ねください毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

今月の
テーマ図書　「レジャー」

今月の
テーマ図書　「ダイエット」

○

いつもは見ることができない様々な施設を見学できます

30 31

※志布志市立図書館有明分館は農村環境改善センター内
　松山分館はやっちくふれあいセンター内であります。 

日 程　
7月15日 (土 )

７月 22日 (土 )
７月 23日 (日 )
７月 25日 (火 )
７月 29日 (土 )
７月 30日 (日 )
8月 1日 (火 )
8月 5日 (土 )
8月 6日 (日 )
8月 8日 (火 )
8月 11日 (金 )
8月 15日 (火 )
8月 19日 (土 )
8月 20日 (日 )
８月 22日 (火 )

8月 25日 (金 )
8月 26日 (土 )
８月 29日 (火 )

　　イベント・開始時間
かみふうせん読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &映写会 (14:00 ～ 安楽分館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &七夕工作 (10:00 ～ 有明分館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &ビデオ (10:30 ～ 香月分館 )
手作り絵本教室 (10:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
かみふうせん読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
手作り絵本教室 (10:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
かみふうせん読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
緑陰読書会 (10:00 ～ 有明分館 )
読み聞かせ会 &腹話術 (10:30 ～ 志布志分館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &映写会 (9:30 ～ 松山分館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &工作教室 (14:00 ～ 安楽分館 )
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■ 6月 27 日松山地区健診

■ 6月 14 日志布志地区健診

■ 6月 16 日有明地区健診

■親子で療養所を訪ねてみませんか？
　鹿児島県内には、２か所のハンセン病療養所があります。
　親子で療養所の訪問を希望される方々を募集しています。
■訪問先　星塚敬愛園　■実施日　８月 10 日（8:20 ～ 17:05）
■募集対象　小・中学生とその保護者、高校生等（30 人程）
■申込締切　7 月 20 日（木）
■申込方法　はがき、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかで、住
　　　　　　所、氏名、年齢、性別、学年、連絡先などを
　　　　　　記入して申し込んでください。
■問い合わせ先
　県庁保健福祉部健康増進課　ハンセン病担当相談窓口
　　　℡ 099-286-2720　　　 Fax099-286-5556
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7月

8月

16日 びろうの樹整形外科(整形、内科) Tel 471-6611
 　 藤後クリニック(内科) Tel 472-1237
17日 松下病院(内、外科、皮膚科) Tel 472-1124
 　 石神診療所(内科、皮膚科) Tel 474-0107
23日 手塚クリニック(内科、外科) Tel 472-5565
 　 ひろた小児科(小児科) Tel 471-6111
30日 大山病院(内科) Tel 472-1400
 　 はまさき耳鼻咽喉科(耳鼻咽喉科) Tel 473-3387
 山下クリニック(内科、外科) Tel 487-9001
 ６日 東郷クリニック(産婦人科) Tel 473-1035
 　 びろうの樹整形外科(整形、内科) Tel 471-6611
 13日藤後クリニック(内科) Tel 472-1237
 　 みやじクリニック(内科、放、呼、胃) Tel 471-5000
20日 井手小児科(小児科) Tel 473-3211
 　 大山病院(内科) Tel 472-1400

7月・8月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療

機関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-

5555）を行っていますのでご活用ください。

　　　　　■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111

生
涯
を
考
え
た
口
の
健
康
②

習慣にしたい子どもたちの歯磨き（安楽保育園）
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嚥下体操の様子（びろうの樹通所リハビリにて）
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く

食
べ
ま
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う
。

熱中症に気をつけましょう！
　毎年、これからの時期は全国的に熱中症による救急事
故が多数発生する時期であり、注意を呼びかけています。
■熱中症にならないよう次のことに注意しましょう。
・炎天下や非常に暑い場所での長時間の作業やスポーツ
は避けましょう。 
・水分を十分に補給しましょう。 
・体調が悪いときは無理をしないようにしましょう。 
・こまめに休憩をとりましょう。 
・外出時は帽子をかぶる・日傘をさすなど、
直接日光に当たらないようにしましょう。 
　暑さの中で少しでも体調不良を感じた
ら無理をしないようにしましょう。
■少しでも熱中症かな？と思ったら
・衣服をゆるめて楽にしましょう。 
・風通しのよい日陰や、冷房の効いた所に移動しましょう。 
・冷たい水で冷やしたタオル（冷たいペットボトルなど
でも代用できます）を脇の下や足の付け根に置き、体を
冷やしましょう。 
・早めに医療機関で受診しましょう。 
・自分で飲めるようなら、水分補給をさせましょう。た
だし、意識障害などがあり、自力で飲めそうもない場合
は無理に水分補給をする必要はありません。
　炎天下に車を駐車していると、閉めきった車内では光
や熱を吸収して 30 分後に 50 度以上となります。車内に
小さな子供だけ置いて車から離れることはやめましょう。
　また作業現場の責任者や、クラブ活動の監督、スポー
ツインストラクターの方は上記のことに気を配ることが
大切です。熱中症の発生を防ぎましょう。

鹿屋医療センターの外来診察日のお知らせ
　鹿屋医療センターでは、高度・専門医療や二次救急医療を
提供するために、各診療科の外来診察日は下記のとおりになっ
ています。再診患者さんには予約制度があります。詳しくは
受診される診療所の看護師におたずねください。
　また、電話により再診予約及び変更については、外来診察
日の午後 1時～ 4時の間にお願いします。

診　療　科
内科・循環器科
小　児　科
外　　科
脳神経外科
産婦人科
耳鼻咽喉科
放射線科

月
診察日
診察日※1

診察日
診察日
診察日
再診※2

再診・検査

火
再診・検査
診察日
診察日
診察日
診察日※1

診察日※1

診察日

水
診察日
再診・検査
診察日
再診※2

再診※2

診察日※3

再診・検査

木
再診・検査
診察日
診察日
診察日
診察日
手術
診察日

金
診察日
再診・検査
再診※2

再診・検査
再診※2

診察日※1

再診・検査
※初診の方は、診療科によっては紹介状のある方のみの診察
　日もありますのでご注意ください。
※1紹介のみ　※2検査・手術　※3紹介状のない方 5人まで
■受付時間　8:30 ～ 10:30　℡099-42-5101
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Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2006.7

短
歌
（
何
船
志
布
志
支
部
会
）

縛
る
者
無
き
我
に
巻
く
コ
ル
セ
ッ
ト
つ
つ
ま
し
き
日
々
守
り
ぬ
く
べ
し	

竹
永
ナ
ミ
子

釈
迦
牟
尼
も
結
跏
趺
座
解
く
春
の
昼
俺
の
嬶
は
鼾
か
い
て
る	

暉
峻　

康
瑞

春
山
の
緑
は
十
色
白
に
黒
黄
を
溶
か
し
て
も
尽
き
ぬ
彩
り	

池
ノ
上
一
枝

夕
暮
れ
を
急
さ
れ
る
事
の
無
き
ま
ま
に
独
り
の
厨
や
に
煮
魚
に
ほ
う	

岡
元　

初
子

吾
の
丈
に
満
た
ぬ
庭
梅
う
す
桃
の
降
り
次
ぐ
雨
に
花
色
保
ち	
川
井
田
登
志
子

な
つ
か
し
き
昔
語
り
つ
つ
五
部
咲
き
の
桜
山
に
来
し
海
望
み
た
り	
神
田　

節
子

小
庭
辺
を
赤
ひ
と
い
ろ
に
染
め
あ
げ
て
慶
良
間
つ
つ
じ
の
こ
こ
だ
に
咲
き
つ
ぐ	

久
保
園
百
合
子

新
年
の
挨
拶
娘
よ
り
電
話
鳴
る
初
め
て
人
と
話
す
一
人
居	

児
玉　

末
子

八
十
八
歳
君
の
奏
で
る
琴
の
音
は
春
の
小
川
を
流
れ
ゆ
き
た
り	

竹
永　

里
子

残
り
世
を
息
子
の
家
に
や
す
ら
ぎ
ぬ
上
膳
下
膳
嫁
の
い
た
は
り	

外
山　

善
恵

企
て
て
行
か
ず
と
も
よ
き
花
見
か
な
桜
並
木
を
ゆ
っ
く
り
走
る	

西
江
美
津
子

確
か
め
て
月
に
一
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
両
手
に
余
る
分
別
の
種
類	

濱
田　

敏
恵

天
空
を
仰
ぎ
て
笑
ふ
孫
の
娘
の
開
け
し
大
口
乳
歯
が
の
ぞ
く	

　

林　
　

靜
子

初
任
地
は
満
州
国
の
平
房
と
寡
黙
の
夫
の
二
年
を
語
る	

平
川　

澄
子

若
草
は
か
く
も
靜
か
に
萌
え
出
で
て
春
の
光
は
地
表
よ
り
来
る	

益
倉　

睦
美

細
き
身
の
形
見
の
衣
装
肩
に
か
け
母
の
祈
り
の
面
影
し
の
ぶ	

松
下　

芙
美

吾
の
あ
げ
し
餌
を
喰
べ
て
は
野
良
の
猫
乳
の
張
る
ら
し
声
高
く
鳴
く	

松
田　

和
子

卒
業
生
た
っ
た
五
人
の
校
長
は
袴
の
似
合
ふ
を
な
ご
先
生	

山
田　

和
子

遥
か
と
も
忽
ち
な
る
も
七
十
七
歳
夫
逝
き
娘
逝
き
一
人
永
ら
ふ	

宮
原　

順
子

起
き
て
よ
と
固
い
蕾
を
ぬ
ら
し
て
る
い
ぶ
し
銀
色
春
の
雨
で
す	

若
松
田
鶴
子
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　亜希さん　　21 歳

勤務先：志布志保育園

Ｑ．趣味　　　　Ａ．バレーボール
Ｑ．理想の異性　Ａ．笑顔の素敵な人
Ｑ．今のお仕事はどうですか？
Ａ．子どもたちがすごく可愛くて、毎日が楽しい。
Ｑ．志布志市に何を望みますか？
Ａ．オシャレなカフェやバー
先輩から一言（岩根先生）　
　ひたむきに一生懸命な姿に好感をおぼえます。子どもたちもとても慕っています。
　先生として女性として、これからもますます成長してくれることを期待しており
ます。

あ
た
や

ツギヱさん（81 歳）　有明町伊﨑田

　岡留さんは大変元気で、人の集まるところでワイワイ楽し
くすることが大好きです。今は、ピンピン教室で多くの仲間と

エアロビクスなどをするのが何よりも楽しみです。
　そんな岡留さんですが、20 年程前に交通事故に遭い、5 年前ま

で週に 2 回の通院が欠かせませんでした。しかしこのままではいけ
ないと白鳥会などで人とふれあい、身体を動かすように心がけたとこ

ろ、自転車で転んで今年の 4 月に病院に検査に行っ
たくらいで約 3 年間病院に行くことも無いくらいに
元気になり、知人を驚かせています。
　現在は趣味の手芸で作ったタオルやキーホルダー
を配ったりしながら、仲間とともに日々の暮らしを
楽しんでいます。

　　聖
ひじり

ちゃん（2 才）　　（志布志町帖）

　　京
み や び

珠ちゃん（10 ケ月）
父　安史さん　母　陽子さん

　活発で元気いっぱいのお姉ちゃん
と、おっとりしているけど食べ物には
目がない妹。性格は対照的姉妹ですが、
2 人仲良く遊んでいる姿は微笑ましい
です。
　これからも仲良く元気に、お互いを
思い遣る子に育ってくださいね。
( 父母より )

　　匠
たくみ

ちゃん（3 才）・愛
ま な み

美ちゃん（2 才）

琴
こ と み

美ちゃん（10 か月）　 （有明町野神）
父　誠さん　母　理香さん

　はじめまして僕は匠です！みんな僕の
ことを「あんにゃん」と呼んでいます。とっ
ても妹の面倒見のよいおにいちゃんです。
　好きな食べ物は「エノキ」です。味噌汁
でもなんでもエノキを先に食べちゃいま
す。ごはんも 3 杯は食べます。
　とっても元気な 3 人きょうだいです。

　　凛
りん

ちゃん（5 才）・杏
あん

ちゃん（5 才）

優
ゆう

ちゃん（10 か月）　　　   　（松山町新橋）
父　伸一さん　母　尋子さん

　4 人兄妹の長女、次女、三女です。凛、杏の双
子姉妹は末っ子、優の面倒をよく見てくれる頼も
しいお姉ちゃんです。優は近頃、つかまり立ちが
できる様になり、目が離せなくなりました。
　お父さん、お母さんは皆の笑顔を見ると元気が
出て、一日の疲れが吹き飛びます。
　これからも兄妹仲良く元気に大きくなってね！
( 父母より )

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

梅
雨
寒
に
日
の
ま
だ
残
る
湯
殿
か
な	

濱
松　

精
志

生
か
さ
れ
て
古
利
の
庭
の
華け
ま
ん
そ
う

鬘
草	

河
野　

通
人

札
所
皆
巡
り
し
安
堵
楠く
す

若
葉	

冨
山　

達
次

ま
た
た
び
の
咲
く
や
平
屋
の
隠
れ
里	

米
澤　

二
郎

あ
め
ん
ぼ
の
描
く
水
絵
に
見み

と蕩
れ
け
り	

森
下　

純
吐

青
春
と
阿
蘇
の
大
景
風
五
月	

冨
山　

茂
子

木こ
し
た
や
み

下
闇
山
頭
火
碑
に
日
矢
の
さ
す	

和
田
千
恵
子

艶
め
き
て
夢
の
続
き
や
さ
く
ら
ん
ぼ	

外
山　

治
美

さ
み
だ
れ
の
雨
音
紡
ぐ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム	

堅
山　

万
里

反
射
光
峰
に
風
車
の
立
ち
て
夏	

和
田　

洋
文

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

値
上
げ
機
に
ま
た
禁
煙
の
誓
い
立
て	

福
山　

吉
連

主
導
権
争
い
妻
に
寄
り
切
ら
れ	

橋
口　

昭
治

出
不
精
を
チ
ラ
シ
が
誘
う
初
夏
の
旅	

江
藤　

房
子

ク
ー
ル
ビ
ズ
お
し
ゃ
れ
決
ま
ら
ぬ
首
の
皺	

坂
本　

俊
幸

使
わ
れ
る
身
に
な
っ
て
知
る
親
の
恩	

高
田　

昭
秋

使
い
捨
て
時
代
は
終
わ
り
リ
サ
イ
ク
ル	

赤
池　

忠
重

宝
物
使
い
古
し
の
鍬
と
鎌	

上
田　

和
市

マ
ナ
ー
よ
り
欲
が
盛
ら
せ
る
バ
イ
キ
ン
グ	

蓑
輪　

ト
ミ

欲
張
り
め
と
我
が
も
誰
よ
り
欲
な
く
せ	

内
山　

幸
夫

欲
の
皮
突
っ
張
り
過
ぎ
て
掘
る
墓
穴	

末
永　

一
雄

見
栄
と
欲
捨
て
て
気
楽
な
独
り
者	

小
平
あ
つ
子

※
志
布
志
川
柳
会
に
仲
間
入
り
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

　

歓
迎
し
ま
す
。

　

会
長
／
内
山
幸
夫　
　

℡
４
７
９
ー
１
５
４
６
へ

俳
句
（
志
布
志
句
会
）

石
叩
く
男
瀧
は
轟
音
空
に
吐
き	

森　

真
砂
人

石
仏
の
坐
し
て
遠
目
に
夏
の
海	

吉
田　

十
二

葉
桜
に
忘
れ
し
昭
和
慰
霊
塔	

永
山　

又
生

一
腑
な
き
身
を
さ
す
り
お
り
梅
雨
の
冷
え	

坪
田　

秀
邑

ほ
た
る
の
夜
こ
れ
っ
き
り
と
言
う
別
れ
方	

睴
峻　

康
瑞

葉
桜
や
大
屋
根
の
家
遠
ま
き
に	

肥
後　

洋
子

葉
桜
に
兄
の
追
憶
ハ
ー
モ
ニ
カ	

山
本　

節
子

下
校
の
子
石
蹴
り
遊
び
梅
雨
晴
間	

天
水
美
保
子

左
右
の
言
葉
集
め
て
ひ
ら
く
ね
む
の
花	

肱
岡
ち
か
子

海
色
の
石
を
探
し
て
左
右
の
忌	

野
村
佐
和
子

毎年 7 月は社会を明るくする運動の強調月間です



今月の納税	 納付期限　7月 31 日（月）　口座振替日　7月 25 日（火）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　国民健康保険税（3期）　介護保険料（3期）　固定資産税（2期）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 市の人口　　　　6 月 1 日現在

人　口	 35,536 人	 	 (3)
    男	 16,756 人	 	 (5)
    女	 18,780 人	 	 ( △ 2)
転　入	 115 人	 転　出 102 人
出　生	 21 人	 死　亡	 31 人
世帯数	 15,575 戸	 	 ( △ 23)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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志布志市国民健康保険の医療費状況
平成 18年度　国民健康保険税の税額等について（お知らせ）

　国民健康保険事業は、少子高齢化の急速な進行、
医療技術の進歩、長く低迷する経済情勢等を背景と
して、その運営は年々厳しいものとなっております。
　一方、平成 14 年 10 月の医療保険制度改正に伴っ
て新設された高齢受給者（70 歳以上 75 歳未満）や
3 歳未満の負担割合変更が要因となって、志布志市
国民健康保険が負担する療養給付費額は急速に増加
し、今年度もさらに増加していくことが見込まれて
います。
平成 14 年度医療費 23 億 8 千万円が、平成 18 年度
見込では、35 億１千万円になり、11 億 3 千万円も
増えることになります。
　医療費節約のために、一人ひとりが適切な医療の
受診に努め、健康の維持増進に心がけましょう。

○　税率及び算出方法について（税率の統一）
◎医療給付費（基礎）分

旧松山町 旧志布志町

※旧有明町の納税者は、資産割が新たに算入されています。 ※賦課限度額は、530,000円

旧松山町 旧志布志町

※それぞれ２、３方式から４方式へ統一しております。 ※賦課限度額は、90,000円

　なお、軽減該当者については、納税通知書に軽減割合が記載されておりますのでご確認下さい。
　※住民税未申告者が一人でもいる世帯については、軽減を受けられませんのでご注意ください。

8.92%6.95%

37.00%－

9.84%

算　　出　　方　　法

18年度分の固定資産税額
（土地・家屋分）×37/100

志布志市平成１７年度

（17年中の総所得金額－基礎
控除額330,000円）×9.1/100

37.00%34.00%

23,000円×被保険者数

志布志市

5,300円

9,300円

22,000円×１世帯

平成１７年度

1.70%

12,000円 12,000円

2.40% 3.00%

－ －

17,500円

旧有明町

－

算　　出　　方　　法

（17年中の総所得金額－基礎控除額
330,000円）×2.4/100

18年度分の固定資産税額
（土地・家屋分）×3/100

9,300円×第2号被保険者数

5,300円×１世帯

－

2.40%

22,000円

9.10%

21,300円

旧有明町

保険税の計算方法はすべて４方式に統一されました（以下のとおり）。

　国民健康保険税には、低所得者・中所得階層を対象とした均等割と平等割の７割、５割、2割軽減があり、ある一定の所得要件
が満たされれば軽減されます。

－

3.00%

9,300円

5,300円平等割 １世帯ごとに計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算

所得割 世帯の所得に応じて計算

資産割 世帯の固定資産税額に応じて計算

区分 区分の説明

21,400円18,000円平等割 １世帯ごとに計算

21,400円20,000円 23,000円均等割 世帯の加入者数に応じて計算

所得割 世帯の所得に応じて計算

資産割 世帯の固定資産税額に応じて計算

区分 区分の説明

６月
（納期限については納税通知書に記載してあります） 納税組合

口座振替
上記以外

～翌年２月
納税組合を通し、毎月送付（４，７月は納税通知書を送付）

７月

納税通知書送付

１、２期送付

４月

３～１０期送付
納税組合加入世帯以外は、７月から翌年２月までの８期分をま
とめて送付いたします。

納税通知書送付

このようなことから、国民健康保険税が引き上げられ
ることになりました。

　なんと !
4 年前と比較する
と 11億 3千万円も
　増えています！

◎介護納付金（第２号被保険者）分：４０歳から６４歳の被保険者

・４０歳から６４歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、医療給付費（基礎）分と介護納付金分を合算して納めていただきます。

納付書送付月○　納期及び発送方法について（納期、発送方法の統一）
納期が、４月と６月から翌年２月までの１０期となりました。

■問い合わせ先　志布志市役所℡474-1111　市民課（内線 123 ～ 125）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 税務課（内線 143 ～ 145）
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志布志市職員を募集します
■職種及び採用予定人員
　　・一般事務職　若干名
　　・建築技術職　若干名
　　・土木技術職　若干名
■受験資格

・一般事務職
　昭和 52 年 4 月 2 日から平成元年 4
月 1 日までに生まれた者

・建築技術職
　昭和 52 年４月２日から平成元年４
月１日までに生まれた者で、1 級又は
2 級建築士の資格取得者又は平成 19
年３月 31 日までに取得見込みの者

・土木技術職
　昭和 52 年 4 月２日から平成元年４月
１日までに生まれた者で、土木技術職
員としての知識・技能を有している者

■その他の受験資格
・高等学校卒業程度の学力を有する者
・職員に採用後は市内に居住できる者
　ただし、次のいずれかに該当する人
は受験できません
○日本国籍を有しない者
○成年被後見人及び被保佐人
○禁こ以上の刑に処せられ、その執行
を終わるまで又はその執行を受けるこ
とがなくなるまでの者
○日本国憲法施行の日以後において、
　日本国憲法又はその下に成立した政府
を暴力で破壊することを主張する政党そ
の他団体を結成し又はこれに加入した者
■試験の方法

・一次試験　教養試験及び作文試験
　（建築技術職、土木技術職について
　  は専門試験も実施）

・二次試験　面接試験
　（一次試験合格者のみ）
■試験の日時及び場所

・日時　平成 18 年９月 17 日（日）
　　　　午前８時３０分～

・場所　志布志市役所　農村環境改善
　　　　　センターホール（市役所隣）

■受験手続及び申込期間
■申込手続及び添付書類
　受験申込書（総務課人事厚生係に準備
してあります）に次の添付書類を添えて
総務課人事厚生係に申し込んでください。

・履歴書（自筆のもの、写真は無帽で
正面から写したものを貼付）

・卒業証明書（又は見込み証明書）
・写真１枚（履歴書に貼付したものと
同じもの縦 3.5 センチ、横 3.0 センチ）

・建築技術職を受験する者は、資格取
得証の写し
■申込期間
　平成 18 年 7 月 24 日（月）から平
成 18 年 8 月 21 日（月）の土曜、日
曜を除く午前８時 30 分から午後５時
まで、郵送の場合も平成 18 年 8 月 21
日（月）市役所必着

■採用と給与
■採用は平成 19 年４月１日の予定で、
合格者には直接通知します。
■初任給は、市初任給基準に基づいて
決定し、他に期末手当、勤勉手当等が
支給されます。

■問い合わせ先　市役所　総務課人事厚生係　℡ 474-1111（内線 212）

志布志市地域新エネルギービジョン策定委員会委員を募集します

～地域にやさしい環境づくりに向けてあなたのご意見をお聞かせください！～
　市では、新エネルギーの導入に向けた基本指針となるビジョンを策定するため
に「志布志市地域新エネルギービジョン策定委員会」を設置します。
　この委員会は、委員 13 人以内で組織し、様々な見地からの検討を加え、審議・
提言・調整を行います。今回、本市の特色あるビジョン策定に向け、地域の皆さ
んの意見を反映するために委員を募集します。
■募集人員　2 人以内
■募集締切　平成 18 年７月 31 日（月）必着
■応募資格　次の条件を満たす方
　○満 18 歳以上（高校生は除く）で、市内に居住又は市内の事業所等に勤務していること
　○平日に開催する会議に出席できること（年５回程度）
　○公務員・市議会議員でないこと
■任　期　委嘱の日から平成 19 年３月 31 日まで
■応募方法　
　住所、氏名、年齢、職業（勤務先）、電話番号を記入の上、新エネルギーに関
する意見を添えて、本庁企画政策課、各支所地域振興課へ持参、郵送、FAX、E メー
ルのいずれかで提出してください。
　書式の定めは特にありませんが、参考書式は企画政策課、各支所地域振興課に
おいてあります。また、市ホームページからもダウンロードできます。
 問い合わせ及び提出先　志布志市役所企画政策課
　℡ 474 － 1111　内線 252、254　Fax　474 － 2281
　E メール　kikakutyousei@city.shibushi.lg.jp

基幹水利施設管理事業導入について

　国営曽於東部土地改良事業は平成
18 年度には完了します。
　これまでに造成された土地改良施設
は、曽於東部土地改良区に維持管理が
移管されます。このうち主要な施設で
ある中岳ダム・高岡頭首工・高岡揚水機
場・石之脇揚水機場・石之脇調整池につ
いては曽於市・志布志市が基幹水利施
設管理事業を導入し、改良区と一緒に
適正な管理運営を行ってまいります。
　この事業を導入するためには組合員
の皆さんの同意が必要です。
　土地改良区の維持管理を軽減するた
めにも是非事業の導入にご協力くださ
い。
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みんなで協力し合って地域安心！
自主防災組織が組織されていますか？

■自主防災組織とは・・・？
　災害等が発生したとき、あるいは、発生が予測されると
き自治会等を単位とした地域住民が、被害を最小限に防止
し、または軽減するために避難誘導、救護等の活動等を主
に行っていただく組織です。
自主防災組織の主な活動内容
■平常時

・防災意識の普及
　地域住民に災害等の危険が近づいた際、安全で確実な避
難、救護等を行える体制づくり。

・防災点検等
　自分たちが生活する地域の危険箇所等を点検し、現状を
把握する。また、その結果を地域住民に周知する。

■災害時
・避難誘導
　災害発生時に地域住民が相互に協力しあい、安全な避難
を行う。

・救出・救援
　災害弱者である高齢者等の救援等を地域住民が協力し
合って行う。
 自主防災組織に関する問い合わせ先
　志布志市役所　総務課消防防災係　℡ 474-1111（内線 215）
　志布志支所　地域振興課総務係　　℡ 472-1111（内線 338）
　松山支所　　地域振興課総務係　　℡ 487-2111（内線 214）
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おいげん山はどげんじゃろかい
　　　

志布志市土地開発公社では、住宅用地を分譲しています。
詳細は、来庁されるか、電話にてお尋ねください。

　■問い合わせ先
　　志布志市土地開発公社
　　志布志市役所別館 2階
　　℡ 099-474-2452
　　E-mail	 sidokai3@luck.ocn.ne.jp
　　URL	 http://www8.ocn.ne.jp/~shibushi/

南牧団地　残り１区画！
総区画数 17 区画　販売区画数 1 区画
■団地概要
　・所在地　志布志町志布志字南牧 1658 番地
　・地　目　宅地	 ・用途地域　　無指定地域
　・指定建ペイ率　70％ 	 ・指定容積率　360％
　・設　備　上水道・排水路完備
　・道　路　団地内アスファルト舗装幅員 6 メートル
　・坪単価　42,000 円　・面　積　88 坪
　・備　考　香月小学校まで 0.8km
　　　　　　市役所志布志支所まで 1.7km

たちばな台団地　
総区画数 13 区画　販売区画数 2 区画
■団地概要
　・所在地　志布志町内之倉字中須 3399 番
　・地　目　山林（現況宅地）
　・用途地域　都市計画区域外
　・設　備　上水道・排水路完備
　・道　路　団地内アスファルト舗装幅員 6 メートル
　・坪単価　19,338 円　・面　積　106 坪・138 坪
　・備　考　潤ケ野小学校まで約 1.2km
　　　　　　市役所志布志支所まで約 7.6km
　　　　　　別途給水管引き込み負担金必要

南牧団地

たちばな台団地
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　志布志市市制施行を記念して、市民のふるさと意識の高
揚と市のイメージアップを図るため、市の将来像「やすら
ぎとにぎわいの輪が協奏するまち」にふさわしい「市の花」

「市の木」を制定し、あわせて「イメージソング」を制作
します。
■志布志市「市の花・市の木」募集要領
①志布志市民及び志布志市内に通勤又は通学する人に限り
　応募できます。
②応募は、一人一点とします。（「市の花」のみ、「市の木」
　のみの応募も可とします。）
③住所・氏名・年齢・性別・電話番号・勤務先等を必ず記
　入して官製はがきで応募してください。（記入例を参照
　してください。勤務先等は、住所が志布志市以外の場合
　に、会社名・学校名等を記入してください。）
④必要事項が記載されていない場合は、無効となる場合が
　あります。
⑤市の花・木として決定した作品の応募者の中から抽選で
　３人の方に賞金１万円を差し上げます。（当選者は、市
　広報紙等で発表するとともに、本人に通知します。）
⑥募集締切りは、平成 18 年 8 月 31 日です。（当日消印有効）
※応募数の多いものが選ばれるわけではありません。
■志布志市「イメージソング」募集要領
①志布志市民及び志布志市内に通勤又は通学する人に限り
　応募できます。
②募集は、曲のタイトルと１番から３番までの歌詞とし、
　一人一作品とします。（作曲・編曲は専門家に依頼します）
③歌詞は、志布志市を構成する松山・志布志・有明のイメー
　ジを含んだものとします。
④応募作品は自作・未発表のものに限ります。（応募作品
　は返却しません。）
⑤採用作品の権利は志布志市に帰属するものとし、志布志
　市イメージソングとして採用します。
⑥採用作品の使用につきましては、補作詞することがあり
　ます。
⑦住所・氏名・年齢・性別・電話番号・勤務先等を必ず記入し
　て封書で応募してください。（勤務先等は、住所が志布
　志市以外の場合に、会社名・学校名等を記入してください。）
⑧必要事項が記載されていない場合は、無効となる場合が
　あります。
⑨採用作品（１点）に選ばれた方には、賞金として 5 万
　円を差し上げます。（入賞者は、市広報紙等で発表する
　とともに、本人に通知します。）
⑩募集締切りは、平成 18 年 8 月 31 日です。（当日消印有効）

■シンボル披露
「市の花」「市の木」「イメージソング」は、来年 1 月開催

予定の志布志市誕生一周年記念式典で披露します。
 応募先・問い合わせ先
　〒 899-7492　志布志市役所総務課シンボル募集係
　　　　　　  　℡ 474-1111（内線 214）
※応募に当たって記入いただいた個人情報は、その保護と
適正な管理を行います。

新生「志布志市」にふさわしい
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■ その他の公開用パソコン設置施設一覧

志布志市文化会館

志布志市立図書館
志布志市体育館
健康ふれあいプラザ

安楽地区公民館
香月地区公民館

志布志地区公民館 施設が休館等の
場合は利用出来
ません。

一人当たりの利
用時間を制限し
ている施設もあ
ります。

午前９時から

午後５時まで

志布志支所２階ロビー
利用時間施設名 備考

お気軽にご利用ください

皆さんからたくさんのご応募をお待ちしています　締め切りは 8 月 31 日まで

　　　　　　　　　応募はがき 記入例
志布志市「市の花・市の木」応募

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　

〒○○○－○○○○

住　所　志布志市　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年　齢　　　　　歳　　性　別　男・女

電話番号　○○○－△△△－□□□□　

勤務先等　　　　　　　　　　　　　　

市の花　（ ○ ○ ○ ○ ）

理　由　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市の木　（ ○ ○ ○ ○ ）

理　由　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松山地区　	 7 月　加世田建設　　℡ 487-2057
	 8 月　佐藤建設　　　℡ 487-2049
　　　　　志布志地区
7 月 11 日～ 7 月 17 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
7 月 18 日～ 7 月 24 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
7 月 25 日～ 7 月 31 日	 崎田建設　　	 ℡ 473-0050
8 月 １ 日～ 8 月 ７ 日	 志布志水道　	 ℡ 472-3540
8 月 ８ 日～８月 11 日	 九電工　　　	 ℡ 472-0112
8 月 16 日～ 8 月 18 日	 崎田建設　　	 ℡ 473-0050
有明地区
　7 月　有明水道土木　℡ 475-0635　有線 3672
　8 月　郡山工業　　　℡ 475-0008　有線 2691
お盆期間中の水道修繕当番店
　8 月 13 日	 加世田建設 ( 松山地区 )　　	℡ 487-2057
	 志布志水道	 ( 志布志地区 )	 ℡ 472-3540
	 有明水道土木 ( 有明地区 )	 ℡ 475-0635
　8 月 14 日	 佐藤建設 ( 松山地区 )	 ℡ 487-2049
	 山本組 ( 志布志地区 )	 ℡ 472-1101
	 郡山工業 ( 有明地区 )	 ℡ 475-0008
　8 月 15 日	 濱田建設 ( 松山地区 )	 ℡ 487-2288
	 高吉組 ( 志布志地区 )	 ℡ 472-0721
	 西江建設 ( 有明地区 )	 ℡ 474-2113

水道修繕当番店

募　集　種　目 資　　　格 受 付 期 間 試験日 待 遇・そ の 他

防衛大学校

学生

推　薦 9月5日～7日 9月23・２４日

一　般 9月8日～29日
1次11月11・12日
2次12月12～15日

防衛医科大学校学生 9月8日～29日
1次11月4・5日
2次12月6～8日

航　空　学　生 8月1日～9月８日※1
1次9月23日・2次10月14～19日
3次11月12～12月8日

看　護　学　生 9月8日～29日※1
1次10月15日

2次11月18、19日

一 般 曹 候 補 学 生 8月1日～9月８日※1
1次9月16日

2次10月7～13日

曹  候  補  士 8月1日～9月８日※1
1次9月16日

2次10月7～13日

２　等・陸
海　空　士

男　子 年間を通じて 受付時にお知らせ※2

女　子 8月1日～9月８日※1 9月24・25日

自  衛  隊  生  徒 11月1日～19年１月9日※1
1次19年1月13日
2次19年1月26日～29日

高卒（見込含）21歳未満の者（推薦について
は高等学校長の推薦等が別途必要です）

修学年限4年
卒業後１年で3等陸・海・
空尉

高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

高卒（見込含）21歳未満の者

高卒（見込含）21歳未満の者

高卒（見込含）24歳未満の者

18歳以上24歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

中卒（見込含）17歳未満の男子

修学年限6年
医師免許取得後2等陸・海・空尉

入隊後約6年で3等海・空尉

修学年限3年
看護師免許取得後2等陸曹

教育期間約2年
修了後3等陸・海・空曹

入隊後約3年経過以降
選考により3等陸・海・空曹

陸上（技術系を除く）は２
年、陸上（技術系）・海上・航
空は3年を1任期として任
用（以降2年を１任期）

修学年限4年
卒業時3等陸・海・空曹

※１　平成19年3月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程修了予定者及び中等教育学校卒業予定者の受付けに
　　　ついては、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。
※２　平成19年3月高等学校卒業予定者及び中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成18年9月16日以降に行います。
問い合わせ先　大隅募集事務所　℡482-1405　／　市役所総務課消防防災係　℡474-1111（内線215）

平成１８年度　自衛官等募集案内
防衛庁・自衛隊では皆さんのチャレンジをお待ちしています



夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel 099-482-5899) 曽於市大隅町月野 894 番地 ( 曽於郡医師会立病院内 )
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福祉・保健医療職場就職ガイダンス開催
～福祉の就職総合フェア 2006 ～

　福祉保健医療職場の人事担当者と求職希望者との就職面
談会を開催し、福祉等職場の人材確保並びに求職希望者の
求職活動の支援を図ります。併せて、福祉等関係の仕事に
理解を深め、地域福祉活動の担い手となる人材養成に資す
るため、求職セミナーを開催し、効果を高めます。
■主催　鹿児島県、鹿児島県社会福祉協議会
■期日　平成 18 年 8 月９日
■ 開催場所
　かごしま国際ジャングルパーク　ベイサイドガーデン
　鹿児島市与次郎 1 丁目 7 番 18 号　℡ 099-255-1444
■参加資格者
　福祉保健医療職場へ就職を希望する一般求職者および大
学、短大、専門学校等の最終学年在学生並びに福祉施設等
就職に関心のある方及び進路指導担当者
 問い合わせ先
　鹿児島県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
　　　℡ 099-258-7888　Fax099-250-9363

行財政改革に対する意見を募集
皆様のご意見をお聞かせください

　市では、行政運営の透明性の向上と、市民との協働によ
る開かれた市政を推進するため、市民の皆様からの行財政
改革についての意見を募集しています。「やすらぎとにぎ
わいの輪が協奏するまち」の実現のため、皆様の提案や要
望などご意見をお聞かせください。
■意見募集期間　随時受け付けます。
■意見の募集について
①行財政改革に対するご意見に限らせていただきます。
②意見書の様式は自由ですが、意見書には必ず住所・氏名
を記入して下さい。（内容を確認させていただくために必
要です。）
③意見書は、郵送（本庁行政改革推進課宛）・ファックス

（番号 474-2281）・電子メール（gyoukaku@city.shibushi.
lg.jp）のいずれかの方法で提出してください。なお、電話
でのご意見は受け付けていません。
④意見書を提出できる方は、市内に住所を有する方、市内
の事務所等に勤務する方、市内に事務所等を有する方等に
限ります。
 問い合わせ先
　市役所行政改革推進課　℡ 474-1111（内線 231・233）

鹿児島県立志布志高等学校音楽部（吹奏楽団・合唱団）
第 4回定期演奏会 in やっちくふれあいセンター

　吹奏楽団、合唱団の日頃の活動の成果をステージで発表しま
す。多くの方々に音楽の楽しさや感動を伝えたいと思います。
■日時　8 月 6 日 ( 日 )　13:30 開場　入場無料
■問い合わせ先　志布志高等学校  ℡ 472-0200（米丸紀文）

【今月の行政相談】　7 月 27 日（木）　午後 1 時～午後 4 時  志布志支所 1 階会議室

介護支援専門員の皆様へ
介護支援専門員登録番号が付番されます
■介護支援専門登録番号について
　平成 18 年 4 月の介護保険法改正により、介護支援専門
員に対し全国統一の介護支援専門員登録番号が付番されま
した。新しい登録番号は県介護保険課ホームページ上で検
索することができますので、ご確認ください。
※介護保険課ホームページ「介護支援専門員関係」⇒『検索シート』
■更新制度について
　今回の制度改正に伴い、介護支援専門員として就業する
場合、5 年ごとに介護支援専門員証の更新手続きを必要と
することとなりました。有効期限等に関する情報はホーム
ページ『介護支援専門員関係』⇒『お知らせ』で掲載して
います。また、更新の手続きにつきましては、今後詳細が
決まり次第お知らせいたします。
■介護支援専門員証交付申請・登録事項変更届等について
　介護支援専門員証の交付申請、登録事項（氏名・住所）
変更届等につきましては、手続き方法等が決定次第、ホー
ムページに掲載予定ですので、もうしばらくお待ちいただ
きますようお願いいたします。
 問い合わせ先
　鹿児島県保健福祉部介護保険課　地域ケア・介護予防係
　　　　　℡ 099-286-2694　Fax099-286-5552
　URL=http://www.pref.kagoshima.jp/home/kaikokuka/

鹿屋社会保険事務所が行う年金相談所の開設

　あなたの厚生年金保険、国民年金などの年金に関する相談
に応じます。手数料等は不要です。お気軽にご利用ください。
■日時　7 月 19 日（水）　午前 10 時～午後 3 時まで
■場所　志布志支所 1 階会議室
■相談内容　老齢・障害・遺族・寡婦年金等の請求について
以前勤務していた会社等で掛けていた年金について厚生年
金・国民年金・共済組合などに全く加入していない人
※相談を受けられる方は、年金手帳・証書・印鑑などをご
持参ください。

平成 18年夏の交通事故防止運動 7月 21 日～ 30 日
スローガン「鹿児島の夏！マナーが輝く快適ロード」
運動の最重点　高齢者の交通事故防止
運動の重点　①自転車の安全利用の推進②飲酒運転の根絶
　主唱　鹿児島県交通安全対策会議
　　　　鹿児島県交通安全県民運動推進協議会
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介護支援専門員実務研修受講試験のご案内
必要な専門知識等についての試験です

■試験の目的　この試験は、介護支援専門員実務研修受講
希望者に対して介護支援専門員の業務に関する演習等を主
体とする実務的な研修を行うに際し、事前に、介護保険制
度、要介護認定、居宅サービス計画等に関する必要な専門
知識等を有していることを確認するための試験です。
■実施団体　鹿児島県知事が指定した社会福祉法人鹿児島
　　　　　　県社会福祉協議会が試験を実施します。
■試験日及び試験会場　平成 18 年 10 月 22 日（日）
　　　　　　　　　　　鹿児島市及び奄美市
■受験手数料　8,600 円
■受験申込書の受付期間　平成 18 年 8 月 4 日まで
 受験申込書の請求先及び提出先
　鹿児島県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
　　　介護支援専門員試験事務室
　〒 890-8517　鹿児島市鴨池新町 1-7　県社会福祉センター６階
　　　  　　　℡ 099-258-1172　Fax099-250-9363
　問い合わせ時間 : 平日（月～金）午前８時 30分～午後 5時

まちづくりに役立っていますサマージャンボ宝くじ

　今年も「サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）」
が全国の宝くじ売り場で発売されています。
　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業などの地
方債資金として、明るく住みよい街づくりに使われます。
■発売期間　7 月 15 日（土）～ 8 月 2 日（水）
■抽選日　8 月 12 日 ( 土 )
■当選金　1 等  2 億円（前後賞 5 千万円、組違い賞 10 万円）
　　　　　2 等  1 億円　3 等  1,000 万円　4 等  100 万円

特設人権相談所を開設します（お気軽にご相談ください）
　志布志市では、次のとおり人権相談所を開設します。
　家庭の問題、相続や登記の問題、差別やいじめなどの問
題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。相談は無料
で秘密は固く守られます。
　なお、法務局と人権擁護委員は、この日以外も相談に応じま
す。お近くの人権擁護委員や法務局までお問い合わせください。
■ 8 月 3 日　午前 10 時から午後 3 時まで
　　　　　　志布志支所 1 階会議室
■ 8 月４日　午前 10 時から午後 3 時まで
　　　　　　志布志市民センター（旧有明町民センター）
 問い合わせ先　市役所市民課　℡ 474-1111（内線 111）
行方不明者を捜す相談所の開設
　県警では、年間を通じて「行方不明」の方や「無縁仏」
になられた方々の身元の確認作業を実施していますが、8
月中は身元を捜す月間として、警察本部や県下各警察署に
相談所を設けます。長い間、音信がなく連絡がとれない、
家出して行方が分からない等お困りの方はお気軽にご相談
ください。個人の秘密は固く守ります。
 相談は℡ 099-206-0110( 内線 4626)・℡ 472-0110( 内線 392) 迄

2006年 12月 1日地上デジタル放送がスタート !

　鹿児島県内の放送局は、鹿児島局（鹿児島市紫原）の
12 月 1 日からの放送開始に向けて現在試験電波を発射し
て放送機器の試験や調整を行っています。
　試験電波の発射に伴い、アナログテレビの画面が一面に
砂をまいたような「ザラザラした画面」になる症状が発生
することが稀にあります。このような症状が出たり、最近
テレビの映りが悪くなったりした場合には下記の「受信対
策センター」までお問い合わせください。
 問い合わせ先　宮崎・鹿児島地域受信対策センター
　℡ ( フリーダイヤル )0120-050-969　Fax 0120-550-219
　受付時間　9時～ 21 時（土日祝日 9時～ 18 時）

志布志市共生協働推進委員会委員を募集します

　志布志市では、共生協働による活力ある地域社会づくり
を推進する上で、その手法や進め方等を検討するため「志
布志市共生協働推進委員会」を設置します。この委員会は、
委員 10 人以内で組織し、市長が委嘱します。今回、委員
の一部について広く市民から募集します。
■募集人員　２人以内
■募集期間　平成 18 年 7 月 10 日（月）～ 7 月 28 日（金）
■応募資格　次のすべての条件を満たす人。
　・満２０歳以上で、市内に居住又は市内の事業所に勤務
　　していること。
　・平日に開催する会議に参加できること。
　・本市の他の附属機関の委員でないこと。
　・公務員・市議会議員でないこと。
　・市税の滞納がないこと。
■応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、志布志市役所 
企画政策課又は各支所・地域振興課へ持参・郵送・ファックス・
Ｅメールのいずれかで提出してください。（7 月 28 日必着）
■委員の任期　委嘱の日から２年間
■活動の内容
　委員会は、市長の要請に応じ、次のことについて研究・
協議・実践します。また、委員会では、共生・協働の必要
な事項について、積極的に意見を述べ、または提言等を行っ
ていただきます。なお、年間６回程度の会議を開催し、１
回の会議時間は、概ね２時間を予定しています。
　・共生・協働の推進に関すること。
　・その他市長が必要と認める事項
■選考方法および結果通知
　選考は、応募用紙に記入された意見・抱負等により行い
ます。また、選考結果は８月上旬までに本人へ通知します。
■委員の謝礼　1 回の会議ごとに、謝金 (5,350 円 ) を支給します。
 送付先・問い合わせ先
　志布志市役所　企画政策課　地域政策係
　　〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756
　　℡ 474-1111（内線 255）　FAX474-2281
　　Ｅメール　tiikiseisaku@city.shibushi.lg.jp



志布志市くらしのカレンダー

松山神社六月灯（6:00～ 松山神社）

河村隆一コンサート（17:00開演 ふれあいセンター）

心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）
ぴんぴん教室（9:00～9:15受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（13:30～15:30 やっちくふれあいセンター）
婦人検診（8:30～9:00 12:30～13:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）
ぴんぴん教室（9:00～ 改善センター）
婦人検診（8:30～9:00 12:30～13:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

肺がん結核レントゲン検診（有明地区）※2
特設人権相談所（10:00～15:00 志布志支所1階会議室）

婦人検診（8:30～9:00・12:30～13:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）

肺がん結核レントゲン検診（有明地区）※2

婦人検診（8:30～9:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）

292006志布志みなとまつり 花火大会他メインイベント
市消防団有明方面隊操法大会(志布志市民グラウンド)

30
海の日

8/1

海の日にみんなの海をきれいにしよう！作戦

巡回健診（7:30～9:00受付 通山小学校体育館）※1

2

三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
巡回健診（7:30～9:00受付 通山小学校体育館）※1
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 志布志健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

3

4

ぴんぴん教室（13:30～ 志布志健康ふれあいプラザ）
31

5

巡回健診（11日まで  7:00～9:00受付 やっちくふれあいセンター）※1

肺がん結核レントゲン検診（11日まで  有明地区）※2

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 改善センター）

特設人権相談所（10:00～15:00 志布志市民センター）

ぴんぴん教室（13:30～ 志布志健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:30～12:00 志布志健康ふれあいプラザ）

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

第28回納涼夏祭り（18:00～ 松山城山総合公園多目的広場）

ジュニア陸上教室（10:00～ 松山城山総合公園）

11

12

婦人検診（8:30～9:00・12:30～13:00受付 やっちくふれあいセンター）
巡回健診（7:30～9:00受付 有明総合体育館）※1
ぴんぴん教室（13:30～ 志布志市体育館）
1歳6か月児健康診査（13:00～13:30受付 改善センター）
婦人検診（8:30～9:00受付 やっちくふれあいセンター）
1歳児歯科相談（9:30～9:45受付 農村研修センター）
ぴんぴん教室（13:30～ 改善センター）
育児相談（10:30～12:00 農村研修センター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

ジュニア陸上教室（10:00～ 松山城山総合公園）

志布志市消防団志布志方面隊操法大会（志布志運動公園駐車場）

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

ソフトエアロビクス教室（19:30～ 泰野地区公民館）
ぴんぴん教室（9:00～9:15受付 やっちくふれあいセンター）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 志布志健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 改善センター）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 農村研修センター）

志布志市消防団松山方面隊操法大会（松山家畜指導センター）
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課）
婦人検診（8:30～9:00・12:30～13:00受付 農村研修センター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

婦人検診（8:30～9:00・12:30～13:00受付 改善センター）

フライデーナイター陸上（志布志運動公園）
婦人検診（8:30～9:00受付 伊﨑田高齢者コミセン）
1歳6か月児健康診査（13:00～13:30受付 志布志健康ふれあいプラザ）

日曜当番医は○○ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(土)

(日)

(月)

(火)

7/16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

(水)

(木)

(金)

■旧松山町で実施していたミニドッグ健診は名称を変更し「巡回健診」となりました。内容については同じです。
■志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
■改善センターは有明農村環境改善センターの略です。■農村研修センターは宇都鼻農村研修センターの略です。

松山神社六月灯(18:00～ 松山神社)

ソフトエアロビクス教室（19:30～ 泰野地区公民館）
心配ごと・行政相談(10:00～15:00 市老人福祉センター)

　
　
　

編
集
後
記

　

先
日
、
市
民
編
集
委
員
と
１
回
目
の
打

合
せ
を
行
い
ま
し
た
。
作
り
手
の
都
合
に

よ
る
広
報
紙
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に

行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
伝
え
た
い
こ
と
、
市
民

の
知
り
た
い
こ
と
」
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
減

ら
し
て
、
協
力
し
な
が
ら
良
い
も
の
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
ま
ず
「
ニ
ュ
ー

ス
ま
ち
の
話
題
」
の
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、

多
く
の
市
民
が
登
場
す
る
も
の
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど

も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
下
の
連
絡

先
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
素
晴
ら

し
い
風
景
や
懐
か
し
い
写
真
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
よ
り

良
い
紙
面
を
作
り
ま
し
ょ
う
。　
　
（
や
）

　
　
　

行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

７
月
23
日
（
９
時
～
12
時
）

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
市
（
道
の
駅
松
山
）

　

７
月
23
日
、８
月
13
日
（
10
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

７
月
20
日
、
８
月
１
日
、
13
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　
毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

　

７
月
19
日
、
26
日
、
８
月
２
日
、
９
日

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
10
時
～
15
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

７
月
20
日
、８
月
７
日
（
10
時
～
15
時
）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp

ニ
ュ
ー
ス
・
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
E-m
ail info@

city.shibushi.lg.jp
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


